
 

 

 

平成２６年１０月１６日 

消 防 庁 

 

消防法施行令の一部を改正する政令（案）等に対する意見募集の結果 
及び政令等の公布 

消防庁では、消防法施行令の一部を改正する政令（案）等の内容について、平成 26年７

月 19 日から平成 26 年８月 17日までの間、国民の皆様から広く意見を募集したところ、17

件の御意見をいただきました。いただいた御意見の概要及び御意見に対する考え方を取り

まとめましたので公表します。また、意見募集の結果を踏まえ、本日、当該政令等を公布

しました。 

 

１ 改正内容 

今回の消防法施行令の一部を改正する政令等の主な改正事項は、以下のとおりです。 

(1) 消防法施行令の一部を改正する政令において、スプリンクラー設備、屋内消火栓設備（及

び動力消防ポンプ設備）、消火器又は簡易消火器具及び消防機関へ通報する火災報知設備の設

置に関する基準の見直しを行うものです。 

(2) 消防法施行令の改正に関連して、消防法施行規則及び火災通報装置の基準の規定を見

直すものです。 

(3) その他、所要の規定の整備を行うものです。 

 

 

 

政令案等について、平成 26 年７月 19 日から平成 26 年８月 17 日までの間、意見を募集

したところ、17 件の御意見をいただきました。 

いただいた御意見の概要及び御意見に対する考え方については、別紙のとおりです。 

 

３ 政令等の公布 

消防庁では、意見公募手続の実施結果等も踏まえて検討し、以下の政令等を平成 26 年 10

月 16 日に公布しました。 

(1) 消防法施行令の一部を改正する政令（平成 26 年政令第 333 号） 

(2) 消防法施行規則及び特定小規模施設における必要とされる防火安全性能を有する消

防の用に供する設備等に関する省令の一部を改正する省令（平成 26 年総務省令第 80

号） 

(3)  火災通報装置の基準の一部を改正する件（平成 26 年消防庁長官告示第 28 号） 

２ 意見募集の結果 

 

（事務連絡先） 

消防庁予防課  

（担当：吉村補佐、新納） 

TEL ０３－５２５３－７５２３（直通） 

FAX ０３－５２５３－７５３３ 

 



 

消防法施行令の一部を改正する政令等について 

平成２６年１０ 月 

消 防 庁 予 防 課 

【改正概要】 

  消防法施行令の一部を改正する政令において、消防法施行令別表第一（六）項イに

掲げる病院 、診療所及び助産所におけるスプリンクラー設備、屋内消火栓設備、動力

消防ポンプ設備、消火器又は簡易消火器具及び消防機関へ通報する火災報知設備の設

置に関する基準の見直しを行うものである。 

  また、上記の改正に関連して、消防法施行規則及び火災通報装置の基準の規定を見

直すものである。 

 

【改正理由】 

  平成２５年１０月１１日に発生した福岡市有床診療所火災を受けて、「有床診療所

・病院火災対策検討部会」の開催、関係団体への聞き取り調査等、火災被害拡大防止

対策及び火災予防行政の実効性向上等に関する検討を行ってきたところである。 

今回の政令改正においては、上記検討部会における検討の結果等を踏まえ、避難の

ために患者の介助が必要な有床診療所・病院について、原則として、延べ面積にかか

わらず、スプリンクラー設備の設置を義務付けるほか、特定施設水道連結型スプリン

クラー設備の設置対象となる施設の面積要件を見直す。併せて、屋内消火栓設備、動

力消防ポンプ設備、消火器又は簡易消火器具及び消防機関へ通報する火災報知設備の

設置に関する基準を見直すこととする。 

また、上記の政令改正に関連し、消防法施行規則において、スプリンクラー設備の

設置を要しない診療科名、特定施設水道連結型スプリンクラー設備の面積要件に算入

しない部分、消防機関へ通報する火災報知設備と自動火災報知設備の連動等を規定す

るほか、火災通報装置の基準において、火災通報装置を自動火災報知設備と連動させ

る場合の基準等について規定することとする。 

 

１．消防法施行令の一部を改正する政令について 
 

【内容】 

（１）スプリンクラー設備の設置基準の見直し 

  現在病院にあっては延べ面積 3,000 ㎡以上、診療所及び助産所にあっては延べ面積

6,000 ㎡以上のものに設置が義務付けられているスプリンクラー設備について、避難の

ために患者の介助が必要な有床診療所・病院※においては、原則として、延べ面積にか

かわらず、設置することを義務付ける（延焼を抑制する施設構造を有するものは例外と

して設置不要。）。 

また、避難のために患者の介助が必要な有床診療所に該当しない有床診療所及び有床

助産所においては、延べ面積 3,000㎡以上（平屋建てを除く。）のものに設置を義務付

ける。 
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 ※「避難のために患者の介助が必要な有床診療所・病院」には、下記に該当する有床診

療所・病院が該当する。 

①有床診療所 

次のいずれにも該当する有床診療所 

（ア）皮膚科、産科、歯科等の総務省令で定める 13 の診療科名以外の診療科名（以下

「特定診療科名」という。）を有するもの 

（イ）４床以上の病床を有するもの 

②病院 

次のいずれにも該当する病院のうち、相当程度の患者の見守り体制有するもの（火

災発生時の消火活動を適切に実施することができる体制を有するものとして総務省

令で定めるもの）以外のもの 

（ア）特定診療科名を有するもの 

（イ）一般病床又は療養病床を有する病院 

 

（２）特定施設水道連結型スプリンクラー設備の設置基準の見直し 

  特定施設水道連結型スプリンクラー設備※の設置対象に、新たにスプリンクラー設

備の設置対象となる避難のために患者の介助が必要な有床診療所・病院を加えるとと

もに、その面積要件について延べ面積 1,000㎡未満の防火対象物に限られているとこ

ろを、延べ面積から総務省令で定める部分の面積を除いた面積（以下「基準面積」と

いう。）が 1,000㎡未満である防火対象物について設置できることとする。 

  

 ※ 特定施設水道連結型スプリンクラー設備とは、スプリンクラー設備の一種で、そ

の配管が水道の用に供する水管に連結されたものをいう。 

  

（３）屋内消火栓設備（及び動力消防ポンプ設備）の設置基準の見直し 

  （１）のスプリンクラー設備の設置基準の見直しに伴い、避難のために患者の介助

が必要な有床診療所・病院のうち、通常のスプリンクラー設備（特定施設水道連結型

スプリンクラー設備以外のスプリンクラー設備）を設置しなければならない基準面積

1,000 ㎡以上のものに屋内消火栓設備の設置を義務付ける。ただし、スプリンクラー

設備（補助散水栓を含む。）の有効警戒範囲内は設置しないことができる。 

（屋内消火栓設備の設置基準を準用する動力消防ポンプ設備についても同様。） 

 

（４）消火器又は簡易消火用具の設置基準の見直し 

  病院、有床診療所及び有床助産所において、現在延べ面積 150㎡以上のものに設置

が義務付けられている消火器又は簡易消火用具について、延べ面積にかかわらず設置

することを義務付ける。 

 

（５）消防機関へ通報する火災報知設備の設置基準の見直し 

  病院、有床診療所及び有床助産所において、現在延べ面積 500㎡以上のものに設置

が義務付けられている消防機関へ通報する火災報知設備について、延べ面積にかかわ

らず設置することを義務付ける。 
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（６）防火対象物の用途区分の見直し 

  別表第一（六）項イを火災危険性等に応じて細分化する。 

 

（７）その他 

所要の規定の整備を行う。 

 

【施行期日】 

 平成２８年４月１日（（２）及び（３）のうち、「延べ面積」を「基準面積」に改め

る改正については、平成２７年３月１日） 

 

【経過措置】 

（１）スプリンクラー設備、屋内消火栓設備（及び動力消防ポンプ設備）について 

＜【内容】（１）、（３）関係＞ 

スプリンクラー設備、屋内消火栓設備及び動力消防ポンプ設備の設置義務の範囲の

拡大については、既存の防火対象物（施行の際に新築、増築、改築、移転、修繕又は

模様替えの工事中のものを含む。（２）において同じ。）における未設置等基準未適

合の設備の技術上の基準は、平成３７年６月３０日までの間、なお従前の例による。 

 

（２）消防機関へ通報する火災報知設備について＜【内容】（５）関係＞ 

  消防機関へ通報する火災報知設備の設置義務の範囲の拡大については、既存の防火

対象物における設備の技術上の基準は、平成３１年３月３１日までの間、なお従前の

例による。 

 

 

２．消防法施行規則及び特定小規模施設における必要とされる防火安全性

能を有する消防の用に供する設備等に関する省令の一部を改正する省令

について 

 

【内容】 

（１）スプリンクラー設備を設置することを要しない構造について 

  スプリンクラー設備を設置することを要しない延焼を抑制する機能を備える構造と

して総務省令で定める構造について、新たにスプリンクラー設備の設置対象となる避

難のために患者の介助が必要な有床診療所・病院についても適用することとし、現在

延べ面積 1,000㎡未満の防火対象物に適用している基準を、基準面積 1,000㎡未満の

防火対象物に適用することとする。 

 

（２）特定診療科名について 

  スプリンクラー設備を設置することを要しない特定診療科名は、皮膚科、泌尿器科、
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眼科、耳鼻いんこう科、肛門外科、乳腺外科、形成外科、美容外科、小児科、産婦人

科、産科、婦人科及び歯科とする。 

 

（３）相当程度の患者の見守り体制に係る従業者の員数 

  スプリンクラー設備を設置することを要しない病院の要件である従業者の員数は、

勤務させる従業者の総数が病床数１３床ごとに１名以上とし、そのうち宿直を除く従

業者（就寝を伴わず勤務する従業者）の数が病床数６０床ごとに２名以上とする。 

 

（４）特定施設水道連結型スプリンクラー設備の面積要件に算入しない部分について 

  特定施設水道連結型スプリンクラー設備の面積要件に算入しない部分は、以下の要

件（①から③まで）のいずれにも該当する部分（延べ面積の１／２を上限とする。）

とする。 

①以下のいずれかに該当する部分であること 

（ア）手術室、分娩室、内視鏡検査室、人工血液透析室、麻酔室、重症患者集中治療

看護室その他これらに類する室 

（イ）レントゲン室等放射線源を使用し、貯蔵し、又は廃棄する室 

②以下のいずれかの措置が講じられた部分であること 

（ア）準耐火構造の壁及び床で区画され、かつ、窓及び出入口に防火戸（随時開くこ

とができる自動閉鎖装置付きのもの又は随時閉鎖することができ、かつ、煙感知

器の作動と連動して閉鎖するものに限る。）を設けたもの 

（イ）不燃材料で造られた壁、柱、床及び天井（天井のない場合にあっては、屋根）

で区画され、かつ、窓及び出入口に不燃材料で造った戸（随時開くことができる

自動閉鎖装置付きのもの又は随時閉鎖することができ、かつ、煙感知器の作動と

連動して閉鎖するものに限る。）を設けたもののうち、当該部分の壁（外壁を除

く。）の外周部分を有効に警戒するようスプリンクラーヘッドを設けたもの 

 ③床面積が１，０００平方メートル以上の地階若しくは無窓階又は床面積が１，５０

０平方メートル以上の４階以上１０階以下の階に存する部分でないこと 

 

（５）消防機関へ通報する火災報知設備に関する基準について 

  避難のために患者の介助が必要な有床診療所・病院に設置される消防機関へ通報す

る火災報知設備については、自動火災報知設備との連動を義務付けるほか、避難のた

めに患者の介助が必要な有床診療所・病院が消防機関からの距離が 500メートル以内

の場所にある場合においても消防機関へ通報する火災報知設備を設置しなければなら

ないこととする。 

また、現在延べ面積 500㎡未満の社会福祉施設についてのみ、消防機関へ通報する

火災報知設備の電源を蓄電池又は交流低圧屋内幹線から他の配線を分岐させずにとる

ことを要しないこととしているが、延べ面積 500㎡未満の病院、有床診療所及び有床

助産所についても同様に要しないこととする。 
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（６）特定小規模施設における必要とされる防火安全性能を有する消防の用に供する設

備等に関する省令の一部改正について 

  消防法施行令別表第一（六）項イの細分化に伴い、必要な字句の修正を行う。 

 

（７）その他 

所要の規定の整備を行うほか、必要な経過措置を定める。 

  

【施行期日】平成２８年４月１日（（１）及び（４）のうち、「延べ面積」を「基準面

積」に改める改正については平成２７年３月１日） 

 

 

３．火災通報装置の基準の一部を改正する件（案）について 
 

【内容】 

（１）自動火災報知設備と連動させる場合の基準について 

火災通報装置を自動火災報知設備と連動させる場合の構造、性能等の基準として、

通報中において手動起動装置が操作された場合に、手動起動装置の操作による蓄積音

声情報を送出できること等を定める。 

 

（２）特定火災通報装置の設置基準について 

現在延べ面積500㎡未満の社会福祉施設にしか設置できないこととなっている特定

火災通報装置（ハンズフリー通話機能を有する火災通報装置）について、延べ面積 500

㎡未満の病院、有床診療所及び有床助産所にも設置することができることとする。 

 

【施行期日】 

（１）については、平成２７年４月１日 

（２）については、平成２８年４月１日 
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【消防法施行令の一部を改正する政令（案）等についての御意見の概要及び御意見に対する考え方】 

番号 御意見の概要 御意見に対する考え方 

No.1 

費用負担等を考えて、既存施設はスプ

リンクラー設備の設置義務について、適

用外とすべきである。 

病院・有床診療所の火災危険性は新築・既存

とも同じであるため、既存施設についてもスプ

リンクラー設備の設置対象としています。 

なお、既存施設については、スプリンクラー

設備の設置に伴う経済的負担を緩和するため、

平成３７年６月３０日までの経過措置（猶予期

間）を設けることとしています。 

No.2 

スプリンクラー設備の設置対象とな

る病院の条件である「一般病床又は療養

病床を有する病院」を削除した方がよ

い。 

一般病床又は療養病床には様々な態様の患者

が入院しており、夜間に火災が発生した場合に

その限られた職員で通報及び初期消火を実施

し、自力避難困難な患者の避難誘導を行うこと

は困難なため、スプリンクラー設備の設置対象

とするものです。精神病床、感染症病床及び結

核病床については、有床診療所・病院火災対策

報告書において、避難行動に支障が少ない患者

が多数入院するもの、又は見守り体制が十分な

状態にあるものと考えられるとされており、こ

れらの病床のみを有する病院は対象外としてい

ます。 

No.3 

スプリンクラー設備の設置を要しな

い診療科名であっても、避難困難者がい

る場合もあるので、規制を緩和すべきで

はない。 

スプリンクラー設備の設置を要しない診療科

名のみを標榜する病院・有床診療所については、

通常その入院患者の症状、治療内容等からみて

避難に支障がある状態ではないと想定されるこ

とから、設置義務の対象外としています。 

No.4 

スプリンクラー設備の設置を要しな

い診療科名と併せて他科を標榜してい

る場合もスプリンクラー設備の設置義

務の対象外とすべきである。 

スプリンクラー設備の設置を要しない診療科

名と併せて該当しない診療科名を標榜している

場合は、該当しない診療科名のみの病院と同様

に、職員による一定の支援があっても入院患者

が適切に避難できないおそれがあるため、設置

義務の対象とします。 

No.5 
延焼抑制構造等について、自動閉鎖装

置付き等の防火戸の条件があるが、病院

防火対象物の関係者が防火戸の果たす役割を

認識することで防火戸を適切に管理することが

別紙 
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の実態上、適切な開閉管理は不可能では

ないか。 

できると考えます。 

なお、スプリンクラー設備に代替する延焼抑

制構造の要件の一つである防火戸については、

適切に維持管理を行う必要があるため、それが

実施できない施設については、当該要件を満た

していないものとして取り扱うことになりま

す。 

NO.6 

相当程度の見守り体制について、13

床ごとに１名以上とした理由は何か。 

夜間においても概ね相当程度の患者の見守り

体制を有すると考えられる地域医療支援病院の

体制や医療関係団体等の見解を踏まえ、福岡市

有床診療所火災と同様の原因による被害が想定

されない病院について、対象外としています。 

No.7 

スプリンクラー設備の設置対象とな

る『有床診療所で４床以上の病床を有す

るもの』とあるが、病床休止届出で４床

未満の場合、設置対象となるのか。 

スプリンクラー設備の設置の判断基準となる

有床診療所の病床数については、許可病床数（届

出病床数）を用いることとしています。 

No.8 

病院は、相当程度の患者の見守り体制

を有していれば「避難のために患者の介

助が必要な有床診療所・病院」に該当し

ないが、有床診療所についても同様とす

べきではないか。 

 

有床診療所は夜間の職員配置が宿直者１名と

なっているのがほとんどであるが、病院と同様

の要件を設ける場合、夜間における火災発生時

に適切に対応するための職員として宿直以外の

職員２名以上の配置が必要であることを踏まえ

ると、一般的な除外要件として夜間体制に係る

規定を設けることは現実的ではないとの医療関

係団体のご意見を受け、要件を設けないことと

しています。 

No.9 

通常消防法は防火対象物の延べ面積

で規制を行うが、今回の法令改正では、

面積ではなく、収容人員等や、管理体制

により規制を行なっている。これまでの

規制との整合性はどうなるのか。 

従前から消防法令では、利用者の態様や建物

構造、延べ面積等、防火対象物の用途、構造及

び規模に応じて消防用設備等の設置基準を定め

ており、今回の改正においても同様の考え方に

より設置基準を規定します。 

No.10 

特定施設水道連結型スプリンクラー

設備は、消火まで想定していない消防用

設備等で、社会福祉施設等で 1000 ㎡未

満に限定して認めてきたものであり、

1000 ㎡以上の病院、有床診療所に対し、

特定施設水道連結型スプリンクラー設備は、

避難容易な小規模施設に設置され、火災の延焼

を抑制して入所者の避難を支援する性能を有す

るものです。 

今回の改正では、手術室・レントゲン室等ス
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認めるべきではない。 プリンクラーヘッドの設置を要しない部分で防

火上有効な措置を講じられたものについては、

避難に支障を及ぼさないことから、延べ面積か

ら当該部分の面積を除外した面積が 1,000 ㎡未

満の病院、有床診療所については、特定施設水

道連結型スプリンクラー設備の設置を認めるこ

ととします。 

No.11 

特定施設水道連結型スプリンクラー

設備の設置が可能となる基準床面積

（1,000 ㎡未満）に算入しない部分につ

いての面積は制限するべきではないか。 

特定施設水道連結型スプリンクラー設備の面

積要件に算入しない部分については、有床診療

所・病院火災対策報告書を踏まえ、延べ面積の

過半とならないこととします。 

No.12 

特定施設水道連結型スプリンクラー

設備の基準面積に算入しない部分につ

いて、「窓及び出入口に防火戸を設けた

もの」とあるが、消防法施行規則第１２

条の２及び第１３条同様、「開口部」と

すべきでないか。また、内装制限は必要

はないのか。 

前段は、「開口部」について規制することとし

ます。 

 後段は、準耐火構造の壁及び床による区画等

がされているものについては、内装制限を要件

としません。 

 

No.13 

延べ面積 1000㎡以上、基準面積 1000 ㎡

未満の「避難のために患者の介助が必要

な有床診療所・病院」にスプリンクラー

設備を設置する場合、非常電源は必要

か。また、必要な場合、非常電源専用受

電設備で可能か。 

特定施設水道連結型スプリンクラー設備を設

置する場合を除き、非常電源の設置は必要です。

また、その場合、自家発電設備、蓄電池設備又

は燃料電池設備のいずれかの設置が必要で、非

常電源専用受電設備は使用できません。 

No.14 

特定施設水道連結型スプリンクラー

設備の面積要件に算入しない部分につ

いて、準耐火構造での区画の場合、天井

の要件はないのか。また、外周部分を有

効に警戒するスプリンクラーヘッドを

設けたものとは、居室等を警戒するため

に設けたものと兼用も可能か。 

 

前段は、区画された部分であるためには、上

階がある場合の上階の床も含め準耐火構造とす

る必要があります。 

後段は、お見込みのとおりです。 

 

No.15 

消防法施行規則第 13 条第３項第７号

の「その他これらに類する室」の判断基

準を具体的に示されたい。 

「その他これらに類する室」は、スプリンク

ラーヘッドによる放水により、人命に危険を及

ぼすおそれがある室です。具体例は、消防庁の
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通知（昭和 49 年 12 月２日消防予第 133 号・消

防安第 129号）で示しています。 

No.16 

既存施設に新たにスプリンクラー設

備を設置する場合、消防法施行令第３２

条を適用し、既設の屋内消火栓設備の水

源や電源と兼用又は改造して差し支え

ないか。 

有床診療所・病院火災対策報告書において、

「屋内消火栓設備が設置されているものについ

ては、当該設備を改造することによりスプリン

クラー設備に必要な性能が確保できるものが存

在することも考えられることから、過去の事例

を参考に特例を適用できる場合の条件等を検討

することが必要」とされたことを受け、今後具

体的な条件等を検討する予定です。 

No.17 

火災通報装置はアナログ回線しか使

用できないが、インターネット回線など

も使用できるようにすべきである。 

現在火災通報装置への接続が認められていな

い IP電話等への対応については、今後検討を行

うこととしています。 

No.18 

火災通報装置の自動火災報知設備と

の連動起動中に、手動起動装置を操作す

ると、手動起動装置の蓄積音が優先して

送出されるのはなぜか。 

連動起動による通報は機械の誤作動による恐

れもあることから、連動起動による通報が行わ

れている間に手動起動装置が操作された場合

は、手動起動による通報が行われたことが判別

できるよう、当該通報に係る蓄積音声情報を優

先して送出することとしています。 

No.19 

消防用設備等の設置基準の強化によ

り、有床診療所の経営の更なる弱体化が

進み、国民が不利益を被る。 

今回の改正は、昨年１０月に発生した有床診

療所火災の教訓を踏まえ、有床診療所・病院火

災対策報告書を受けて行うものです。有床診療

所及び病院の防火安全性を高め、安心して利用

できるようにすることを目的としていますが、

有床診療所及び病院を取り巻く厳しい経営環境

を踏まえ、有床診療所・病院火災対策報告書に

まとめられた最大限の配慮を行うこととしてい

ます。 

具体的には、消防庁においては、既存施設に

対する十分な経過措置の設定、中小規模向けの

自動消火設備の開発等を推進していくこととし

ています。 

No.20 
自主設置する場合も含め、補助金制度

の充実が重要である。 

補助金については、所管の厚生労働省にご意

見を伝えます。 
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No.21 

消防庁で、消防用設備等の必要な工事

費用の平均額を明らかにし、それに伴う

費用を補助するよう提言すべきではな

いか。 

設備等の工事費用は、建物構造や施工方法等

により異なるため、費用をお示しすることはで

きません。 

No.22 

消防庁・厚生労働省・国土交通省は、

行政指導や関係事項の周知について、横

断的かつ一元的に行うべきである。 

関係行政機関の情報共有・連携が不可欠であ

るため、引き続き情報共有・連携に取り組みま

す。なお、全国の有床診療所が消防法・建築基

準法・医療法に基づく防火対策を自主的にチェ

ックし、その結果を関係行政機関と共有するた

めのシステムを運用しており、引き続きその利

用促進を図っていくこととしています。 

No.23 

ハード面ばかり強いるのではなく、ソ

フト面の強化を進めるべきである。 

ソフト面（効果的な訓練の促進・防火対策の

自主チェックなど）とハード面（通報・消火設

備の整備など）の対策については、総合的に実

施することとしています。 

No.24 

現在普及しているスプリンクラー設

備や火災通報装置は、小規模施設にとっ

ては過剰な性能となっているため、小規

模施設に適した機器開発の普及促進を

行ってほしい。 

 また、消防用設備等の点検報告制度に

ついても同様に、小規模施設においては

簡素化するなど見直しを行って欲しい。 

今回の改正により、新たにスプリンクラー設

備等の設置が必要となる施設には比較的小規模

のものも含まれることから、「消防防災科学技術

研究推進制度」等を活用して、中小規模の施設

に適したより施工性の高い自動消火設備の開発

の促進を図ります。 

 消防用設備等の点検については、設置された

消防用設備等に対応したものとなっています。 
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政
令
第
三
百
三
十
三
号

消
防
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

消
防
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
一
項
第
一
号
中
「
㈥
項
ロ
」
を
「
㈥
項
イ
⑴
か
ら
⑶
ま
で
及
び
ロ
」
に
、
「
及
び
」
を
「
並
び
に
」
に
改
め
、
同

項
第
二
号
中
「
㈥
項
イ
」
を
「
㈥
項
イ
⑷
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
二
項
中
「
千
平
方
メ
ー
ト
ル
）
と
し
」
を
「
当
該
三
倍
の
数
値
又
は
千
平
方
メ
ー
ト
ル
に
同
条
第
二
項
第
三
号

の
二
の
総
務
省
令
で
定
め
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
を
加
え
た
数
値
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
小
さ
い
数
値
）
と
し
」
に
、
「
千
平

方
メ
ー
ト
ル
）
と
す
る
」
を
「
当
該
二
倍
の
数
値
又
は
千
平
方
メ
ー
ト
ル
に
同
条
第
二
項
第
三
号
の
二
の
総
務
省
令
で
定
め
る

部
分
の
床
面
積
の
合
計
を
加
え
た
数
値
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
小
さ
い
数
値
）
と
す
る
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
中
ロ
を
ハ
と
し
、
イ
を
ロ
と
し
、
同
号
に
イ
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ

別
表
第
一
㈥
項
イ
⑴
及
び
⑵
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

第
十
二
条
第
一
項
第
四
号
中
「
同
表
㈣
項
」
の
下
に
「
及
び
㈥
項
イ
⑴
か
ら
⑶
ま
で
」
を
加
え
、
「
及
び
同
表
㈥
項
イ
に
掲



げ
る
防
火
対
象
物
の
う
ち
病
院
」
を
削
り
、
同
項
第
九
号
中
「
同
表
㈥
項
ロ
」
を
「
同
表
㈥
項
イ
⑴
若
し
く
は
⑵
又
は
ロ
」
に

改
め
、
同
条
第
二
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
の
二

特
定
施
設
水
道
連
結
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
う
ち
、
そ
の
水
源
と
し
て
、
水
道
の

用
に
供
す
る
水
管
を
当
該
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
に
連
結
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
次
号
に
規
定
す
る
水
量
を
貯
留
す
る
た

め
の
施
設
を
有
し
な
い
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
前
項
第
一
号
及
び
第
九
号
に
掲
げ
る
防
火

対
象
物
又
は
そ
の
部
分
の
う
ち
、
防
火
上
有
効
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
構
造
を
有
す
る
も
の
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る

部
分
以
外
の
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
に
限
り
、
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

第
十
二
条
第
二
項
第
四
号
本
文
中
「
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
」
の
下
に
「
（
特
定
施
設
水
道
連
結
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

を
除
く
。
）
」
を
、
「
水
源
と
し
て
、
」
の
下
に
「
防
火
対
象
物
の
用
途
、
構
造
若
し
く
は
規
模
又
は
」
を
加
え
、
同
号
た
だ

し
書
を
削
り
、
同
項
第
五
号
中
「
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
は
、
」
の
下
に
「
防
火
対
象
物
の
用
途
、
構
造
若
し
く
は
規
模
又
は

」
を
加
え
、
同
項
第
六
号
本
文
中
「
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
」
の
下
に
「
（
総
務
省
令
で
定
め
る
特
定
施
設
水
道
連
結
型
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
号
た
だ
し
書
を
削
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
㈥
項
ロ
」
を
「
㈥
項
イ
⑴
か
ら
⑶
ま
で
及
び
ロ
」
に
、
「
及
び
」
を
「
並
び
に
」
に
改



め
、
同
号
ロ
中
「
別
表
第
一
㈥
項
イ
及
び
ハ
」
を
「
別
表
第
一
㈥
項
ハ
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
イ
中
「
㈥
項
ニ
」
を
「
㈥
項

イ
⑷
及
び
ニ
」
に
、
「
及
び
」
を
「
並
び
に
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
別
表
第
一
㈥
項
イ
及
び
ハ
」
を
「
別
表
第
一
㈥
項
ハ
」

に
改
め
、
同
項
第
九
号
イ
中
「
及
び
㈥
項
ロ
」
を
「
並
び
に
㈥
項
イ
⑴
か
ら
⑶
ま
で
及
び
ロ
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
別
表
第

一
㈥
項
イ
及
び
ハ
」
を
「
別
表
第
一
㈥
項
ハ
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
別
表
第
一
㈥
項
ロ
」
を
「
別
表
第
一
㈥
項
イ
⑴
か
ら
⑶
ま
で
及
び
ロ
」
に
、
「
及
び
」
を

「
並
び
に
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
㈥
項
イ
」
を
「
㈥
項
イ
⑷
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
別
表
第
一
㈥
項
ロ
」
を
「

別
表
第
一
㈥
項
イ
⑴
か
ら
⑶
ま
で
及
び
ロ
」
に
、
「
㈥
項
イ
」
を
「
㈥
項
イ
⑷
」
に
改
め
る
。

第
三
十
五
条
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
及
び
㈥
項
ロ
」
を
「
並
び
に
㈥
項
イ
⑴
か
ら
⑶
ま
で
及
び
ロ
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「

別
表
第
一
㈥
項
イ
及
び
ハ
」
を
「
別
表
第
一
㈥
項
ハ
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
㈥
項
イ
」
を
「
㈥
項
イ
⑷
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
㈥
項
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ

次
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

⑴

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
病
院
（
火
災
発
生
時
の
延
焼
を
抑
制
す
る
た
め
の
消
火
活
動
を
適
切
に
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
る
体
制
を
有
す
る
も
の
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）



診
療
科
名
中
に
特
定
診
療
科
名
（
内
科
、
整
形
外
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
そ
の
他
の
総
務
省
令
で
定
め

(ⅰ)
る
診
療
科
名
を
い
う
。
⑵

に
お
い
て
同
じ
。
）
を
有
す
る
こ
と
。

(ⅰ)

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
七
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
療
養
病
床
又
は
同
項
第
五

(ⅱ)
号
に
規
定
す
る
一
般
病
床
を
有
す
る
こ
と
。

⑵

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
診
療
所

診
療
科
名
中
に
特
定
診
療
科
名
を
有
す
る
こ
と
。

(ⅰ)

四
人
以
上
の
患
者
を
入
院
さ
せ
る
た
め
の
施
設
を
有
す
る
こ
と
。

(ⅱ)
⑶

病
院
（
⑴
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
、
患
者
を
入
院
さ
せ
る
た
め
の
施
設
を
有
す
る
診
療
所
（
⑵
に
掲
げ
る
も

の
を
除
く
。
）
又
は
入
所
施
設
を
有
す
る
助
産
所

⑷

患
者
を
入
院
さ
せ
る
た
め
の
施
設
を
有
し
な
い
診
療
所
又
は
入
所
施
設
を
有
し
な
い
助
産
所

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に



定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

附
則
第
四
条
か
ら
第
六
条
ま
で
の
規
定

公
布
の
日

二

第
十
一
条
第
二
項
及
び
第
十
二
条
第
二
項
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
三
条
の
規
定

平
成
二
十
七
年
三
月
一
日

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
政
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
消
防
法
施
行
令
（
以
下
「
新
令
」
と
い
う
。
）

別
表
第
一
㈥
項
イ
⑴
か
ら
⑶
ま
で
、

項
イ
及
び

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
同
表

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に

あ
っ
て
は
同
表
㈥
項
イ
⑴
か
ら
⑶
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
に
限
り
、
同
表

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
っ
て
は
同
表
㈥
項
イ
⑴
又
は
⑵
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
に
限
る
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
現
に
新
築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
、
修
繕
又
は
模
様
替
え
の
工
事
中
の
同
表
㈥
項

イ
⑴
か
ら
⑶
ま
で
、

項
イ
及
び

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
お
け
る
屋
内
消
火
栓
設
備
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
及

び
動
力
消
防
ポ
ン
プ
設
備
の
う
ち
、
新
令
第
十
一
条
第
二
項
（
新
令
第
二
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
、
第
四
号
及
び
第
九
号
の
規
定
に
適
合
し
な
い
も
の
（

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
基
準
不
適
合
設
備
」
と
い
う
。
）
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に



か
か
わ
ら
ず
、
平
成
三
十
七
年
六
月
三
十
日
（
同
日
前
に
特
定
基
準
不
適
合
設
備
が
新
令
第
十
一
条
第
二
項
並
び
に
第
十
二

条
第
一
項
第
一
号
、
第
四
号
及
び
第
九
号
の
規
定
に
適
合
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
適
合
す
る
こ
と
と

な
っ
た
日
）
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

こ
の
政
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
新
令
別
表
第
一
㈥
項
イ
⑴
か
ら
⑶
ま
で
及
び

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
同

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
っ
て
は
、
同
表
㈥
項
イ
⑴
か
ら
⑶
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供

さ
れ
る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
現
に
新
築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
、
修
繕
又
は
模
様
替
え

の
工
事
中
の
同
表
㈥
項
イ
⑴
か
ら
⑶
ま
で
及
び

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
お
け
る
消
防
機
関
へ
通
報
す
る
火
災
報
知

設
備
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
二
十
三
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
三
十
一
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条

附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

（
消
防
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

消
防
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
五
年
政
令
第
八
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



附
則
第
五
条
第
一
項
中
「

項
」
を
「

項
」
に
改
め
、
「
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
項
に
お
い
て
」
を
加
え
、
「
第

十
条
、
第
二
十
二
条
及
び
第
二
十
六
条
」
を
「
第
十
条
第
一
項
第
一
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
、
第
二
十
二
条
第
一
項
第
六

号
及
び
第
七
号
並
び
に
第
二
十
六
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
防
火
対
象
物
並
び
に
」
を

「
防
火
対
象
物
（
同
表
㈥
項
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
っ
て
は
保
育
所
を
除
き
、
同
表

項
イ
及
び

項
に
掲
げ
る

防
火
対
象
物
に
あ
っ
て
は
同
表
㈥
項
ロ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
又
は
同
項
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
保
育
所
を
除
く
。
）

の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
」
に
改
め
、
「
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
」
の

下
に
「
、
屋
外
消
火
栓
設
備
、
動
力
消
防
ポ
ン
プ
設
備
」
を
加
え
、
「
及
び
避
難
器
具
」
を
「
、
避
難
器
具
、
消
防
用
水
及

び
連
結
散
水
設
備
」
に
、
「
第
十
一
条
、
第
十
二
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
一
条
の
二
及
び
第
二
十
三
条
か
ら
第
二
十
五

条
ま
で
」
を
「
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
六
号
並
び
に
第
二
項
（
新
令
第
二
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
、
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
、
第
四
号
及
び
第
九
号
並
び
に
第
二
項
第
二
号
、
第
十
九
条
第
一
項
、
第
二
十
条

第
一
項
第
一
号
（
新
令
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
六
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
二
号
並
び
に
第
三
項
、
第

二
十
一
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
九
号
、
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
第
四
号
、
第
二
十
三
条
第
一
項
第
一
号
（
同
表
㈥
項
ロ

に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
二
号
、
第
二
十
四
条
第
三
項
第
四
号
、
第
二
十
五
条
第
一
項
第
一



号
、
第
二
十
七
条
第
一
項
第
一
号
並
び
に
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項

の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
新
令
別
表
第
一
㈥
項
ロ
及
び
ハ
並
び
に

項
イ
に
掲

げ
る
防
火
対
象
物
（
同
表
㈥
項
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
っ
て
は
保
育
所
を
除
き
、
同
表

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対

象
物
に
あ
っ
て
は
同
表
㈥
項
ロ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
又
は
同
項
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
保
育
所
を
除
く
。
）
の
用

途
に
供
さ
れ
る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
現
に
新
築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
、
修
繕
又
は

模
様
替
え
の
工
事
中
の
同
表
㈥
項
ロ
及
び
ハ
並
び
に

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
お
け
る
消
火
器
、
簡
易
消
火
用
具

及
び
漏
電
火
災
警
報
器
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
十
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
二
十
二
条
第
一
項
第

三
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
則
第
五
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
新
令
別
表
第
一
㈥
項
ロ
及
び
ハ
、

項
イ
並
び
に

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
同
表

項
イ
及
び

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
っ
て
は
、
同
表
㈥
項
ロ
又
は
ハ
に

掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
現
に



新
築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
、
修
繕
又
は
模
様
替
え
の
工
事
中
の
同
表
㈥
項
ロ
及
び
ハ
、

項
イ
並
び
に

項
に
掲
げ

る
防
火
対
象
物
に
お
け
る
屋
内
消
火
栓
設
備
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
、
水
噴
霧
消
火
設
備
、
泡
消
火
設
備
、
不
活
性
ガ

ス
消
火
設
備
、
ハ
ロ
ゲ
ン
化
物
消
火
設
備
、
粉
末
消
火
設
備
、
動
力
消
防
ポ
ン
プ
設
備
、
自
動
火
災
報
知
設
備
、
ガ
ス
漏

れ
火
災
警
報
設
備
、
消
防
機
関
へ
通
報
す
る
火
災
報
知
設
備
、
非
常
警
報
設
備
及
び
避
難
器
具
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に

つ
い
て
は
、
新
令
第
十
一
条
第
一
項
第
五
号
、
第
十
二
条
第
一
項
第
三
号
、
第
七
号
、
第
八
号
、
第
十
号
及
び
第
十
一
号

、
第
十
三
条
第
一
項
、
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
（
新
令
第
十
一
条
第
一
項
第
五
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
十

一
条
第
一
項
第
三
号
、
第
五
号
、
第
七
号
、
第
八
号
、
第
十
号
、
第
十
一
号
、
第
十
三
号
及
び
第
十
五
号
、
第
二
十
一
条

の
二
第
一
項
第
二
号
、
第
三
号
及
び
第
五
号
、
第
二
十
三
条
第
一
項
第
一
号
（
同
表

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
係

る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
十
四
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
並
び
に
第
二
十
五
条
第
一
項

第
五
号
及
び
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

第
五
条

消
防
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
五
年
政
令
第
三
百
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。



附
則
第
三
条
第
一
項
中
「
が
存
す
る
も
の
」
を
削
り
、
「
第
十
二
条
」
を
「
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
中
「
が
存
す
る
も
の
」
を
削
り
、
「
第
二
十
一
条
」
を
「
第
二
十
一
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
九
号
」
に
改
め
る
。

（
児
童
福
祉
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

児
童
福
祉
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
三
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

附
則
第
四
条
中
「
防
火
対
象
物
で
あ
っ
て
」
を
「
防
火
対
象
物
（
同
表
㈥
項
ハ
⑶
に
掲
げ
る
」
に
、
「
が
存
す
る
も
の
」

を
「
に
限
る
。
）
」
に
改
め
、
「
屋
外
消
火
栓
設
備
」
の
下
に
「
、
動
力
消
防
ポ
ン
プ
設
備
、
ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備
」

を
加
え
、
「
及
び
避
難
器
具
」
を
「
、
避
難
器
具
、
消
防
用
水
及
び
連
結
散
水
設
備
」
に
、
「
第
十
一
条
、
第
十
二
条
、
第

十
九
条
及
び
第
二
十
二
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
」
を
「
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
六
号
、
第
十
二
条
第
一
項
第
四

号
、
第
十
九
条
第
一
項
、
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
（
同
令
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
六
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。

）
及
び
第
二
号
並
び
に
第
三
項
、
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
第
四
号
、
第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
、
第
二
十
三
条
第
一
項

第
二
号
、
第
二
十
四
条
第
三
項
第
四
号
、
第
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
十
七
条
第
一
項
第
一
号
並
び
に
第
二
十
八
条

の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。



理

由

有
床
診
療
所
に
お
け
る
最
近
の
火
災
の
事
例
等
に
鑑
み
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
等
の
設
置
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
防

火
対
象
物
の
範
囲
を
拡
大
す
る
等
の
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
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消
防
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

新
旧
対
照
表

○

消
防
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
消
火
器
具
に
関
す
る
基
準
）

（
消
火
器
具
に
関
す
る
基
準
）

第
十
条

消
火
器
又
は
簡
易
消
火
用
具
（
以
下
「
消
火
器
具
」
と
い
う
。
）
は

第
十
条

消
火
器
又
は
簡
易
消
火
用
具
（
以
下
「
消
火
器
具
」
と
い
う
。
）
は

、
次
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分
に
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。

、
次
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分
に
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。

一

別
表
第
一
㈠
項
イ
、
㈡
項
、
㈥
項
イ
⑴
か
ら
⑶
ま
で
及
び
ロ
、

項

一

別
表
第
一
㈠
項
イ
、
㈡
項
、
㈥
項
ロ

、

項

、

項
、

項
並
び
に

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

、

項
、

項
及
び

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

二

別
表
第
一
㈠
項
ロ
、
㈢
項
か
ら
㈤
項
ま
で
、
㈥
項
イ
⑷
、
ハ
及
び
ニ
、

二

別
表
第
一
㈠
項
ロ
、
㈢
項
か
ら
㈤
項
ま
で
、
㈥
項
イ

、
ハ
及
び
ニ
、

㈨
項
並
び
に

項
か
ら

項
ま
で
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
で
、
延
べ
面
積

㈨
項
並
び
に

項
か
ら

項
ま
で
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
で
、
延
べ
面
積

が
百
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

が
百
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

三
～
五

（
略
）

三
～
五

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
屋
内
消
火
栓
設
備
に
関
す
る
基
準
）

（
屋
内
消
火
栓
設
備
に
関
す
る
基
準
）

第
十
一
条

屋
内
消
火
栓
設
備
は
、
次
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分

第
十
一
条

屋
内
消
火
栓
設
備
は
、
次
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分

に
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。

に
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

別
表
第
一
㈡
項
か
ら
㈩
項
ま
で
、

項
及
び

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象

二

別
表
第
一
㈡
項
か
ら
㈩
項
ま
で
、

項
及
び

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象

物
で
、
延
べ
面
積
が
七
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

物
で
、
延
べ
面
積
が
七
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
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三
～
六

（
略
）

三
～
六

（
略
）

２

前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
各
号
（
第
五
号
を
除
く
。
）
に

２

前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
各
号
（
第
五
号
を
除
く
。
）
に

掲
げ
る
防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分
の
延
べ
面
積
又
は
床
面
積
の
数
値
は
、

掲
げ
る
防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分
の
延
べ
面
積
又
は
床
面
積
の
数
値
は
、

主
要
構
造
部
（
建
築
基
準
法
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
主
要
構
造
部
を
い

主
要
構
造
部
（
建
築
基
準
法
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
主
要
構
造
部
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
を
耐
火
構
造
と
し
、
か
つ
、
壁
及
び
天
井
（
天
井
の
な

う
。
以
下
同
じ
。
）
を
耐
火
構
造
と
し
、
か
つ
、
壁
及
び
天
井
（
天
井
の
な

い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
屋
根
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
室
内
に

い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
屋
根
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
室
内
に

面
す
る
部
分
（
回
り
縁
、
窓
台
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
分
を
除
く
。
以

面
す
る
部
分
（
回
り
縁
、
窓
台
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
分
を
除
く
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
仕
上
げ
を
難
燃
材
料
（
建
築
基
準
法
施
行

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
仕
上
げ
を
難
燃
材
料
（
建
築
基
準
法
施
行

令
第
一
条
第
六
号
に
規
定
す
る
難
燃
材
料
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

令
第
一
条
第
六
号
に
規
定
す
る
難
燃
材
料
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

同
じ
。
）
で
し
た
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
当
該
数
値
の
三
倍
の
数
値
（
次

同
じ
。
）
で
し
た
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
当
該
数
値
の
三
倍
の
数
値
（
次

条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
つ
い
て
前
項
第
二
号
の
規
定
を

条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
つ
い
て
前
項
第
二
号
の
規
定
を

適
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
三
倍
の
数
値
又
は
千
平
方
メ
ー
ト
ル
に

適
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
千
平
方
メ
ー
ト
ル
）
と
し

同
条
第
二
項
第
三
号
の
二
の
総
務
省
令
で
定
め
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
を

加
え
た
数
値
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
小
さ
い
数
値
）
と
し
、
主
要
構
造
部
を
耐

、
主
要
構
造
部
を
耐

火
構
造
と
し
た
そ
の
他
の
防
火
対
象
物
又
は
建
築
基
準
法
第
二
条
第
九
号
の

火
構
造
と
し
た
そ
の
他
の
防
火
対
象
物
又
は
建
築
基
準
法
第
二
条
第
九
号
の

三
イ
若
し
く
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、
壁
及
び
天
井
の
室
内
に

三
イ
若
し
く
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、
壁
及
び
天
井
の
室
内
に

面
す
る
部
分
の
仕
上
げ
を
難
燃
材
料
で
し
た
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
当
該

面
す
る
部
分
の
仕
上
げ
を
難
燃
材
料
で
し
た
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
当
該

数
値
の
二
倍
の
数
値
（
次
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
つ
い

数
値
の
二
倍
の
数
値
（
次
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
つ
い

て
前
項
第
二
号
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
二
倍
の
数
値

て
前
項
第
二
号
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
千
平
方
メ
ー
ト
ル

又
は
千
平
方
メ
ー
ト
ル
に
同
条
第
二
項
第
三
号
の
二
の
総
務
省
令
で
定
め
る

）
と
す
る

部
分
の
床
面
積
の
合
計
を
加
え
た
数
値
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
小
さ
い
数
値
）

と
す
る
。

。
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３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
に
関
す
る
基
準
）

（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
に
関
す
る
基
準
）

第
十
二
条

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
は
、
次
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
又
は
そ
の

第
十
二
条

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
は
、
次
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
又
は
そ
の

部
分
に
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。

部
分
に
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除

一

次
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く
。
）
で
、
火
災
発
生
時
の
延
焼
を
抑
制
す
る
機
能
を
備
え
る
構
造
と
し

く
。
）
で
、
火
災
発
生
時
の
延
焼
を
抑
制
す
る
機
能
を
備
え
る
構
造
と
し

て
総
務
省
令
で
定
め
る
構
造
を
有
す
る
も
の
以
外
の
も
の

て
総
務
省
令
で
定
め
る
構
造
を
有
す
る
も
の
以
外
の
も
の

イ

別
表
第
一
㈥
項
イ
⑴
及
び
⑵
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

（
追
加
）

ロ

別
表
第
一
㈥
項
ロ
⑴
及
び
⑶
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

イ

別
表
第
一
㈥
項
ロ
⑴
及
び
⑶
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

ハ

別
表
第
一
㈥
項
ロ
⑵
、
⑷
及
び
⑸
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
介
助
が

ロ

別
表
第
一
㈥
項
ロ
⑵
、
⑷
及
び
⑸
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
介
助
が

な
け
れ
ば
避
難
で
き
な
い
者
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
者
を
主
と
し

な
け
れ
ば
避
難
で
き
な
い
者
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
者
を
主
と
し

て
入
所
さ
せ
る
も
の
以
外
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
延
べ
面
積
が
二
百
七

て
入
所
さ
せ
る
も
の
以
外
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
延
べ
面
積
が
二
百
七

十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）

十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

四

別
表
第
一
㈠
項
か
ら
㈣
項
ま
で
、
㈤
項
イ
、
㈥
項
及
び
㈨
項
イ
に
掲
げ

四

別
表
第
一
㈠
項
か
ら
㈣
項
ま
で
、
㈤
項
イ
、
㈥
項
及
び
㈨
項
イ
に
掲
げ

る
防
火
対
象
物
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
平
屋
建
以

る
防
火
対
象
物
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
平
屋
建
以

外
の
防
火
対
象
物
で
、
総
務
省
令
で
定
め
る
部
分
以
外
の
部
分
の
床
面
積

外
の
防
火
対
象
物
で
、
総
務
省
令
で
定
め
る
部
分
以
外
の
部
分
の
床
面
積

の
合
計
が
、
同
表
㈣
項
及
び
㈥
項
イ
⑴
か
ら
⑶
ま
で
に
掲
げ
る
防
火
対
象

の
合
計
が
、
同
表
㈣
項

に
掲
げ
る
防
火
対
象

物

に
あ
つ
て
は
三

物
及
び
同
表
㈥
項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
う
ち
病
院
に
あ
つ
て
は
三

千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
そ
の
他
の
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
六
千
平
方

千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
そ
の
他
の
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
六
千
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
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五
～
八
（
略
）

五
～
八
（
略
）

九

別
表
第
一

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
第
六
号
に
掲
げ
る
も
の
を

九

別
表
第
一

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
第
六
号
に
掲
げ
る
も
の
を

除
く
。
）
の
部
分
の
う
ち
、
同
表
㈥
項
イ
⑴
若
し
く
は
⑵
又
は
ロ
に
掲
げ

除
く
。
）
の
部
分
の
う
ち
、
同
表
㈥
項
ロ

に
掲
げ

る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
も
の
（
火
災
発
生
時
の
延
焼
を
抑
制

る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
も
の
（
火
災
発
生
時
の
延
焼
を
抑
制

す
る
機
能
を
備
え
る
構
造
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
構
造
を
有
す
る
も

す
る
機
能
を
備
え
る
構
造
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
構
造
を
有
す
る
も

の
を
除
く
。
）

の
を
除
く
。
）

十
～
十
二
（
略
）

十
～
十
二
（
略
）

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
設
置
及
び
維

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
設
置
及
び
維

持
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

持
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
は
、
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に

一

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
は
、
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に

あ
つ
て
は
舞
台
部
に
、
同
項
第
八
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は

あ
つ
て
は
舞
台
部
に
、
同
項
第
八
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は

指
定
可
燃
物
（
可
燃
性
液
体
類
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
を
貯
蔵
し
、
又

指
定
可
燃
物
（
可
燃
性
液
体
類
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
を
貯
蔵
し
、
又

は
取
り
扱
う
部
分
に
、
同
項
第
一
号
、
第
三
号
、
第
四
号
、
第
六
号
、
第

は
取
り
扱
う
部
分
に
、
同
項
第
一
号
、
第
三
号
、
第
四
号
、
第
六
号
、
第

七
号
及
び
第
九
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て

七
号
及
び
第
九
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て

は
総
務
省
令
で
定
め
る
部
分
に
、
そ
れ
ぞ
れ
設
け
る
こ
と
。

は
総
務
省
令
で
定
め
る
部
分
に
、
そ
れ
ぞ
れ
設
け
る
こ
と
。

二

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
設
け
る

二

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
設
け
る

こ
と
。

こ
と
。

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

前
項
第
一
号
、
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
及
び
第
九
号
に
掲
げ
る
防

ハ

前
項
第
一
号
、
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
及
び
第
九
号
に
掲
げ
る
防

火
対
象
物
に
お
い
て
は
、
総
務
省
令
で
定
め
る
種
別
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ

火
対
象
物
に
お
い
て
は
、
総
務
省
令
で
定
め
る
種
別
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ

ー
ヘ
ッ
ド
を
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
設
け
る
こ
と
。

ー
ヘ
ッ
ド
を
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
設
け
る
こ
と
。

三

（
略
）

三

（
略
）
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三
の
二

特
定
施
設
水
道
連
結
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ

（
追
加
）

ー
設
備
の
う
ち
、
そ
の
水
源
と
し
て
、
水
道
の
用
に
供
す
る
水
管
を
当
該

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
に
連
結
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
次
号
に
規
定
す
る

水
量
を
貯
留
す
る
た
め
の
施
設
を
有
し
な
い
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
前
項
第
一
号
及
び
第
九
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象

物
又
は
そ
の
部
分
の
う
ち
、
防
火
上
有
効
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
構
造
を

有
す
る
も
の
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
部
分
以
外
の
部
分
の
床
面
積
の

合
計
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
に
限
り
、
設
置
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
。

四

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
（
特
定
施
設
水
道
連
結
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設

四

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

備
を
除
く
。
）
に
は
、
そ
の
水
源
と
し
て
、
防
火
対
象
物
の
用
途
、
構
造

に
は
、
そ
の
水
源
と
し
て
、

若
し
く
は
規
模
又
は
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
種
別
に
応
じ
総
務
省
令

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
種
別
に
応
じ
総
務
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し
た
量
以
上
の
量
と
な
る
水
量
を
貯
留
す

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し
た
量
以
上
の
量
と
な
る
水
量
を
貯
留
す

る
た
め
の
施
設
を
設
け
る
こ
と
。

る
た
め
の
施
設
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
前
項
第
一
号
及
び
第
九
号
に

掲
げ
る
防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分
で
延
べ
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未

満
の
も
の
に
設
置
さ
れ
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
う
ち
、
当
該
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
設
備
に
使
用
す
る
配
管
が
水
道
の
用
に
供
す
る
水
管
に
連
結
さ

れ
た
も
の
（
以
下
「
特
定
施
設
水
道
連
結
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
」
と

い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

五

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
は
、
防
火
対
象
物
の
用
途
、
構
造
若
し
く
は
規

五

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
は
、

模
又
は
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
種
別
に
応
じ
総
務
省
令
で
定
め
る
と

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
種
別
に
応
じ
総
務
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
放
水
す
る
こ
と
が
で
き
る
性
能
の
も
の
と
す
る
こ
と
。

こ
ろ
に
よ
り
放
水
す
る
こ
と
が
で
き
る
性
能
の
も
の
と
す
る
こ
と
。
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六

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
（
総
務
省
令
で
定
め
る
特
定
施
設
水
道
連
結
型

六

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
を
除
く
。
）
に
は
、
点
検
に
便
利
で
、
か
つ
、
火

に
は
、
点
検
に
便
利
で
、
か
つ
、
火

災
等
の
災
害
に
よ
る
被
害
を
受
け
る
お
そ
れ
が
少
な
い
箇
所
に
、
水
源
に

災
等
の
災
害
に
よ
る
被
害
を
受
け
る
お
そ
れ
が
少
な
い
箇
所
に
、
水
源
に

連
結
す
る
加
圧
送
水
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

連
結
す
る
加
圧
送
水
装
置
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
特
定
施
設
水
道
連

結
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

七
・
八

（
略
）

七
・
八

（
略
）

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
自
動
火
災
報
知
設
備
に
関
す
る
基
準
）

（
自
動
火
災
報
知
設
備
に
関
す
る
基
準
）

第
二
十
一
条

自
動
火
災
報
知
設
備
は
、
次
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
又
は
そ
の

第
二
十
一
条

自
動
火
災
報
知
設
備
は
、
次
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
又
は
そ
の

部
分
に
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。

部
分
に
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

一

次
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

イ

別
表
第
一
㈡
項
ニ
、
㈤
項
イ
、
㈥
項
イ
⑴
か
ら
⑶
ま
で
及
び
ロ
、

イ

別
表
第
一
㈡
項
ニ
、
㈤
項
イ
、
㈥
項
ロ

、

項
ロ
並
び
に

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

項
ロ
及
び

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

ロ

別
表
第
一
㈥
項
ハ

に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
利
用
者
を
入
居

ロ

別
表
第
一
㈥
項
イ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
利
用
者
を
入
居

さ
せ
、
又
は
宿
泊
さ
せ
る
も
の
に
限
る
。
）

さ
せ
、
又
は
宿
泊
さ
せ
る
も
の
に
限
る
。
）

二

（
略
）

二

（
略
）

三

次
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
で
、
延
べ
面
積
が
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

三

次
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
で
、
延
べ
面
積
が
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

の
も
の

の
も
の

イ

別
表
第
一
㈠
項
、
㈡
項
イ
か
ら
ハ
ま
で
、
㈢
項
、
㈣
項
、
㈥
項
イ
⑷

イ

別
表
第
一
㈠
項
、
㈡
項
イ
か
ら
ハ
ま
で
、
㈢
項
、
㈣
項
、
㈥
項
ニ

及
び
ニ
、

項
イ
並
び
に

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

、

項
イ
及
び

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

ロ

別
表
第
一
㈥
項
ハ

に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
利
用
者
を
入
居

ロ

別
表
第
一
㈥
項
イ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
利
用
者
を
入
居
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さ
せ
、
又
は
宿
泊
さ
せ
る
も
の
を
除
く
。
）

さ
せ
、
又
は
宿
泊
さ
せ
る
も
の
を
除
く
。
）

四
・
五

（
略
）

四
・
五

（
略
）

六

別
表
第
一

項
及
び

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
で
、
延
べ
面
積
が
千

六

別
表
第
一

項
及
び

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
で
、
延
べ
面
積
が
千

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

七

前
各
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
以
外
の
別
表
第
一
に
掲
げ
る
防
火
対
象

七

前
各
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
以
外
の
別
表
第
一
に
掲
げ
る
防
火
対
象

物
の
う
ち
、
同
表
㈠
項
か
ら
㈣
項
ま
で
、
㈤
項
イ
、
㈥
項
又
は
㈨
項
イ
に

物
の
う
ち
、
同
表
㈠
項
か
ら
㈣
項
ま
で
、
㈤
項
イ
、
㈥
項
又
は
㈨
項
イ
に

掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
避
難
階
以
外
の
階
に
存

掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
避
難
階
以
外
の
階
に
存

す
る
防
火
対
象
物
で
、
当
該
避
難
階
以
外
の
階
か
ら
避
難
階
又
は
地
上
に

す
る
防
火
対
象
物
で
、
当
該
避
難
階
以
外
の
階
か
ら
避
難
階
又
は
地
上
に

直
通
す
る
階
段
が
二
（
当
該
階
段
が
屋
外
に
設
け
ら
れ
、
又
は
総
務
省
令

直
通
す
る
階
段
が
二
（
当
該
階
段
が
屋
外
に
設
け
ら
れ
、
又
は
総
務
省
令

で
定
め
る
避
難
上
有
効
な
構
造
を
有
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
一
）
以
上

で
定
め
る
避
難
上
有
効
な
構
造
を
有
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
一
）
以
上

設
け
ら
れ
て
い
な
い
も
の

設
け
ら
れ
て
い
な
い
も
の

八

前
各
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
以
外
の
別
表
第
一
に
掲
げ
る
建
築
物
そ

八

前
各
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
以
外
の
別
表
第
一
に
掲
げ
る
建
築
物
そ

の
他
の
工
作
物
で
、
指
定
可
燃
物
を
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
別
表

の
他
の
工
作
物
で
、
指
定
可
燃
物
を
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
別
表

第
四
で
定
め
る
数
量
の
五
百
倍
以
上
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
も
の

第
四
で
定
め
る
数
量
の
五
百
倍
以
上
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
も
の

九

別
表
第
一

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
第
三
号
及
び
前
二
号
に
掲

九

別
表
第
一

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
第
三
号
及
び
前
二
号
に
掲

げ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
部
分
で
、
次
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に

げ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
部
分
で
、
次
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に

供
さ
れ
る
も
の

供
さ
れ
る
も
の

イ

別
表
第
一
㈡
項
ニ
、
㈤
項
イ
並
び
に
㈥
項
イ
⑴
か
ら
⑶
ま
で
及
び
ロ

イ

別
表
第
一
㈡
項
ニ
、
㈤
項
イ
及
び
㈥
項
ロ

に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

ロ

別
表
第
一
㈥
項
ハ

に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
利
用
者
を
入
居

ロ

別
表
第
一
㈥
項
イ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
利
用
者
を
入
居

さ
せ
、
又
は
宿
泊
さ
せ
る
も
の
に
限
る
。
）

さ
せ
、
又
は
宿
泊
さ
せ
る
も
の
に
限
る
。
）

十
～
十
五

（
略
）

十
～
十
五

（
略
）
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２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
消
防
機
関
へ
通
報
す
る
火
災
報
知
設
備
に
関
す
る
基
準
）

（
消
防
機
関
へ
通
報
す
る
火
災
報
知
設
備
に
関
す
る
基
準
）

第
二
十
三
条

消
防
機
関
へ
通
報
す
る
火
災
報
知
設
備
は
、
次
に
掲
げ
る
防
火

第
二
十
三
条

消
防
機
関
へ
通
報
す
る
火
災
報
知
設
備
は
、
次
に
掲
げ
る
防
火

対
象
物
に
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
消
防
機
関
か
ら
著
し
く
離
れ

対
象
物
に
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
消
防
機
関
か
ら
著
し
く
離
れ

た
場
所
そ
の
他
総
務
省
令
で
定
め
る
場
所
に
あ
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は

た
場
所
そ
の
他
総
務
省
令
で
定
め
る
場
所
に
あ
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は

、
こ
の
限
り
で
な
い
。

、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

別
表
第
一
㈥
項
イ
⑴
か
ら
⑶
ま
で
及
び
ロ
、

項
並
び
に

項
に

一

別
表
第
一
㈥
項
ロ

、

項
及
び

項
に

掲
げ
る
防
火
対
象
物

掲
げ
る
防
火
対
象
物

二

別
表
第
一
㈠
項
、
㈡
項
、
㈣
項
、
㈤
項
イ
、
㈥
項
イ
⑷
、
ハ
及
び
ニ
、

二

別
表
第
一
㈠
項
、
㈡
項
、
㈣
項
、
㈤
項
イ
、
㈥
項
イ

、
ハ
及
び
ニ
、

項
並
び
に

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
で
、
延
べ
面
積
が
五
百
平
方
メ

項
並
び
に

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
で
、
延
べ
面
積
が
五
百
平
方
メ

ー
ト
ル
以
上
の
も
の

ー
ト
ル
以
上
の
も
の

三

（
略
）

三

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象

３

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象

物
で
別
表
第
一
㈥
項
イ
⑴
か
ら
⑶
ま
で
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
並
び
に
第
一

物
で
別
表
第
一
㈥
項
ロ

に
掲
げ
る
も
の
並
び
に
第
一

項
第
二
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
で
同
表
㈤
項
イ
並
び
に
㈥
項
イ
⑷
及
び
ハ

項
第
二
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
で
同
表
㈤
項
イ
並
び
に
㈥
項
イ

及
び
ハ

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
消
防
機
関
へ
常
時
通
報
す
る
こ
と
が
で
き
る

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
消
防
機
関
へ
常
時
通
報
す
る
こ
と
が
で
き
る

電
話
を
設
置
し
た
と
き
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
火
災

電
話
を
設
置
し
た
と
き
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
火
災

報
知
設
備
を
設
置
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

報
知
設
備
を
設
置
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

（
消
防
機
関
の
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
防
火
対
象
物
等
）

（
消
防
機
関
の
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
防
火
対
象
物
等
）



- 9 -

第
三
十
五
条

法
第
十
七
条
の
三
の
二
の
政
令
で
定
め
る
防
火
対
象
物
は
、
次

第
三
十
五
条

法
第
十
七
条
の
三
の
二
の
政
令
で
定
め
る
防
火
対
象
物
は
、
次

に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
と
す
る
。

に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

一

次
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

イ

別
表
第
一
㈡
項
ニ
、
㈤
項
イ
並
び
に
㈥
項
イ
⑴
か
ら
⑶
ま
で
及
び
ロ

イ

別
表
第
一
㈡
項
ニ
、
㈤
項
イ
及
び
㈥
項
ロ

に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

ロ

別
表
第
一
㈥
項
ハ

に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
利
用
者
を
入
居

ロ

別
表
第
一
㈥
項
イ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
利
用
者
を
入
居

さ
せ
、
又
は
宿
泊
さ
せ
る
も
の
に
限
る
。
）

さ
せ
、
又
は
宿
泊
さ
せ
る
も
の
に
限
る
。
）

ハ

別
表
第
一

項
イ
、

項
及
び

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（

ハ

別
表
第
一

項
イ
、

項
及
び

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（

イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
す
る

イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
す
る

も
の
に
限
る
。
）

も
の
に
限
る
。
）

二

別
表
第
一
㈠
項
、
㈡
項
イ
か
ら
ハ
ま
で
、
㈢
項
、
㈣
項
、
㈥
項
イ
⑷
、

二

別
表
第
一
㈠
項
、
㈡
項
イ
か
ら
ハ
ま
で
、
㈢
項
、
㈣
項
、
㈥
項
イ

、

ハ
及
び
ニ
、
㈨
項
イ
、

項
イ
、

項
並
び
に

項
に
掲
げ
る
防
火

ハ
及
び
ニ
、
㈨
項
イ
、

項
イ
、

項
並
び
に

項
に
掲
げ
る
防
火

対
象
物
（
前
号
ロ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
で
、
延
べ
面
積
が

対
象
物
（
前
号
ロ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
で
、
延
べ
面
積
が

三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

別
表
第
一
（
第
一
条
の
二
―
第
三
条
、
第
四
条
の
二
―
第
四
条
の
三
、
第
六
条

別
表
第
一
（
第
一
条
の
二
―
第
三
条
、
第
四
条
の
二
―
第
四
条
の
三
、
第
六
条

、
第
九
条
―
第
十
四
条
、
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
―
第
二
十
九
条
の
三
、

、
第
九
条
―
第
十
四
条
、
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
―
第
二
十
九
条
の
三
、

第
三
十
一
条
、
第
三
十
四
条
、
第
三
十
四
条
の
二
、
第
三
十
四
条
の
四
―
第

第
三
十
一
条
、
第
三
十
四
条
、
第
三
十
四
条
の
二
、
第
三
十
四
条
の
四
―
第

三
十
六
条
関
係
）

三
十
六
条
関
係
）

㈠
～
㈤

（
略
）

㈠
～
㈤

（
略
）
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㈥

イ

次
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

㈥

イ

病
院
、
診
療
所
又
は
助
産
所

⑴

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
病
院
（
火
災
発
生
時
の
延
焼

を
抑
制
す
る
た
め
の
消
火
活
動
を
適
切
に
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
る
体
制
を
有
す
る
も
の
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も

の
を
除
く
。
）

診
療
科
名
中
に
特
定
診
療
科
名
（
内
科
、
整
形
外
科
、

(ⅰ)
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
そ
の
他
の
総
務
省
令
で
定
め
る

診
療
科
名
を
い
う
。
⑵

に
お
い
て
同
じ
。
）
を
有
す
る

(ⅰ)

こ
と
。

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
七
条

(ⅱ)
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
療
養
病
床
又
は
同
項
第
五
号

に
規
定
す
る
一
般
病
床
を
有
す
る
こ
と
。

⑵

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
診
療
所

診
療
科
名
中
に
特
定
診
療
科
名
を
有
す
る
こ
と
。

(ⅰ)

四
人
以
上
の
患
者
を
入
院
さ
せ
る
た
め
の
施
設
を
有
す

(ⅱ)
る
こ
と
。

⑶

病
院
（
⑴
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
、
患
者
を
入
院
さ

せ
る
た
め
の
施
設
を
有
す
る
診
療
所
（
⑵
に
掲
げ
る
も
の
を

除
く
。
）
又
は
入
所
施
設
を
有
す
る
助
産
所

⑷

患
者
を
入
院
さ
せ
る
た
め
の
施
設
を
有
し
な
い
診
療
所
又

は
入
所
施
設
を
有
し
な
い
助
産
所

ロ
～
ニ

（
略
）

ロ
～
ニ

（
略
）
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㈦
～

（
略
）

㈦
～

（
略
）

備
考

（
略
）

備
考

（
略
）
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○

消
防
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
五
年
政
令
第
八
十
八
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

附

則

附

則

（
防
火
対
象
物
の
用
途
の
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

（
防
火
対
象
物
の
用
途
の
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
五
条

附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
新

第
五
条

附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
新

令
別
表
第
一
㈥
項
ロ
及
び
ハ
、

項
イ
並
び
に

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象

令
別
表
第
一
㈥
項
ロ
及
び
ハ
、

項
イ
並
び
に

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象

物
（
同
表

項
イ
及
び

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
っ
て
は
、
同
表

物
（
同
表

項
イ
及
び

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
っ
て
は
、
同
表

㈥
項
ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
す
る

㈥
項
ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
す
る

も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
現
に
新
築
、
増
築

も
の
に
限
る
。
以
下

同
じ
。
）
並
び
に
現
に
新
築
、
増
築

、
改
築
、
移
転
、
修
繕
又
は
模
様
替
え
の
工
事
中
の
同
表
㈥
項
ロ
及
び
ハ
、

、
改
築
、
移
転
、
修
繕
又
は
模
様
替
え
の
工
事
中
の
同
表
㈥
項
ロ
及
び
ハ
、

項
イ
並
び
に

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
お
け
る
消
火
器
、
簡
易
消

項
イ
並
び
に

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
お
け
る
消
火
器
、
簡
易
消

火
用
具
、
漏
電
火
災
警
報
器
及
び
誘
導
灯
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て

火
用
具
、
漏
電
火
災
警
報
器
及
び
誘
導
灯
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て

は
、
新
令
第
十
条
第
一
項
第
一
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
、
第
二
十
二
条
第

は
、
新
令
第
十
条
、
第
二
十
二
条
及
び
第
二
十
六
条

一
項
第
六
号
及
び
第
七
号
並
び
に
第
二
十
六
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
新
令
別

（
追
加
）

表
第
一
㈥
項
ロ
及
び
ハ
並
び
に

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
同
表
㈥
項

ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
っ
て
は
保
育
所
を
除
き
、
同
表

項
イ
に
掲

げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
っ
て
は
同
表
㈥
項
ロ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
又
は
同
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項
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
保
育
所
を
除
く
。
）
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部

分
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
現
に
新
築
、
増
築
、

改
築
、
移
転
、
修
繕
又
は
模
様
替
え
の
工
事
中
の
同
表
㈥
項
ロ
及
び
ハ
並
び

に

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
お
け
る
消
火
器
、
簡
易
消
火
用
具
及
び

漏
電
火
災
警
報
器
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
十
条
第
一

項
第
二
号
及
び
第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成

二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
新
令
別

表
第
一
㈥
項
ロ
及
び
ハ
、

項
イ
並
び
に

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（

２

附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
新
令
別

同
表
㈥
項
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
っ
て
は
保
育
所
を
除
き
、
同
表

表
第
一
㈥
項
ロ
及
び
ハ
、

項
イ
並
び
に

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
並

項
イ
及
び

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
っ
て
は
同
表
㈥
項
ロ
に
掲
げ

び
に

る
防
火
対
象
物
又
は
同
項
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
保
育
所
を
除
く
。
）

の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び

に
現
に
新
築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
、
修
繕
又
は
模
様
替
え
の
工
事
中
の
同

表
㈥
項
ロ
及
び
ハ
、

項
イ
並
び
に

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
お
け

現
に
新
築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
、
修
繕
又
は
模
様
替
え
の
工
事
中
の
同

る
屋
内
消
火
栓
設
備
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
、
屋
外
消
火
栓
設
備
、
動
力

表
㈥
項
ロ
及
び
ハ
、

項
イ
並
び
に

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
お
け

消
防
ポ
ン
プ
設
備
、
自
動
火
災
報
知
設
備
、
ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備
、
消

る
屋
内
消
火
栓
設
備
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

防
機
関
へ
通
報
す
る
火
災
報
知
設
備
、
非
常
警
報
設
備
、
避
難
器
具
、
消
防

、
自
動
火
災
報
知
設
備
、
ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備
、
消

用
水
及
び
連
結
散
水
設
備
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
十

防
機
関
へ
通
報
す
る
火
災
報
知
設
備
、
非
常
警
報
設
備
及
び
避
難
器
具

一
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
六
号
並
び
に
第
二
項
（
新
令
第
二
十
条
第
二
項

に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
十

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
、
第
四

一
条
、
第
十
二
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
一
条
の
二
及
び
第
二
十
三
条
か

号
及
び
第
九
号
並
び
に
第
二
項
第
二
号
、
第
十
九
条
第
一
項
、
第
二
十
条
第

ら
第
二
十
五
条
ま
で
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一
項
第
一
号
（
新
令
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
六
号
に
係
る
部
分
に

限
る
。
）
及
び
第
二
号
並
び
に
第
三
項
、
第
二
十
一
条
第
一
項
第
一
号
及
び

第
九
号
、
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
第
四
号
、
第
二
十
三
条
第
一
項
第
一
号

（
同
表
㈥
項
ロ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
二

号
、
第
二
十
四
条
第
三
項
第
四
号
、
第
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
十

七
条
第
一
項
第
一
号
並
び
に
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４

附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
新
令
別

（
追
加
）

表
第
一
㈥
項
ロ
及
び
ハ
、

項
イ
並
び
に

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（

同
表

項
イ
及
び

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
っ
て
は
、
同
表
㈥
項

ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
す
る
も
の

に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
現
に
新
築
、
増
築
、
改

築
、
移
転
、
修
繕
又
は
模
様
替
え
の
工
事
中
の
同
表
㈥
項
ロ
及
び
ハ
、

項

イ
並
び
に

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
お
け
る
屋
内
消
火
栓
設
備
、
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
、
水
噴
霧
消
火
設
備
、
泡
消
火
設
備
、
不
活
性
ガ
ス
消

火
設
備
、
ハ
ロ
ゲ
ン
化
物
消
火
設
備
、
粉
末
消
火
設
備
、
動
力
消
防
ポ
ン
プ

設
備
、
自
動
火
災
報
知
設
備
、
ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備
、
消
防
機
関
へ
通

報
す
る
火
災
報
知
設
備
、
非
常
警
報
設
備
及
び
避
難
器
具
に
係
る
技
術
上
の

基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
十
一
条
第
一
項
第
五
号
、
第
十
二
条
第
一
項
第

三
号
、
第
七
号
、
第
八
号
、
第
十
号
及
び
第
十
一
号
、
第
十
三
条
第
一
項
、

第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
（
新
令
第
十
一
条
第
一
項
第
五
号
に
係
る
部
分
に
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限
る
。
）
、
第
二
十
一
条
第
一
項
第
三
号
、
第
五
号
、
第
七
号
、
第
八
号
、

第
十
号
、
第
十
一
号
、
第
十
三
号
及
び
第
十
五
号
、
第
二
十
一
条
の
二
第
一

項
第
二
号
、
第
三
号
及
び
第
五
号
、
第
二
十
三
条
第
一
項
第
一
号
（
同
表

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
十
四
条
第
二

項
第
二
号
及
び
第
三
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
並
び
に
第
二
十
五
条
第
一

項
第
五
号
及
び
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
三
十
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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○

消
防
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
五
年
政
令
第
三
百
六
十
八
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

附

則

附

則

（
経
過
措
置
）

（
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
政
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の

第
三
条

こ
の
政
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の

消
防
法
施
行
令
（
以
下
「
新
令
」
と
い
う
。
）
別
表
第
一
㈥
項
ロ
及
び

項

消
防
法
施
行
令
（
以
下
「
新
令
」
と
い
う
。
）
別
表
第
一
㈥
項
ロ
及
び

項

イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
同
表

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
っ
て

イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
同
表

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
っ
て

は
、
同
表
㈥
項
ロ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分

は
、
同
表
㈥
項
ロ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
す

に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
現
に
新
築
、
増

る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
現
に
新
築
、
増

築
、
改
築
、
移
転
、
修
繕
又
は
模
様
替
え
の
工
事
中
の
同
表
㈥
項
ロ
及
び

築
、
改
築
、
移
転
、
修
繕
又
は
模
様
替
え
の
工
事
中
の
同
表
㈥
項
ロ
及
び

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
お
け
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
に
係
る
技
術

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
お
け
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
に
係
る
技
術

上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ

上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
十
二
条

の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る

ら
ず
、
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る

。

。

２

こ
の
政
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
新
令
別
表
第
一
㈤
項
イ
、
㈥
項
イ

２

こ
の
政
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
新
令
別
表
第
一
㈤
項
イ
、
㈥
項
イ

及
び
ハ
、

項
イ
並
び
に

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
同
表

項
イ
及

及
び
ハ
、

項
イ
並
び
に

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
同
表

項
イ
及

び

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
っ
て
は
、
同
表
㈤
項
イ
又
は
㈥
項
イ

び

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
っ
て
は
、
同
表
㈤
項
イ
又
は
㈥
項
イ

若
し
く
は
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分

若
し
く
は
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
す
る
も

に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
現
に
新
築
、
増
築
、

の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
現
に
新
築
、
増
築
、

改
築
、
移
転
、
修
繕
又
は
模
様
替
え
の
工
事
中
の
同
表
㈤
項
イ
、
㈥
項
イ
及

改
築
、
移
転
、
修
繕
又
は
模
様
替
え
の
工
事
中
の
同
表
㈤
項
イ
、
㈥
項
イ
及
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び
ハ
、

項
イ
並
び
に

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
お
け
る
自
動
火
災

び
ハ
、

項
イ
並
び
に

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
お
け
る
自
動
火
災

報
知
設
備
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
二
十
一
条
第
一
項

報
知
設
備
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
二
十
一
条

第
一
号
及
び
第
九
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
三
十
年
三
月
三
十

ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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○

児
童
福
祉
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
三
百
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

附

則

附

則

（
消
防
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

（
消
防
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条

第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
消
防
法
施
行
令
別
表
第
一
㈥
項
ハ

第
四
条

第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
消
防
法
施
行
令
別
表
第
一
㈥
項
ハ

⑶
に
掲
げ
る
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
（
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教

⑶
に
掲
げ
る
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
（
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教

育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
附
則
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
み
な
し
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

法
律
附
則
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
み
な
し
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
同
表

項
イ
に
掲
げ
る
防

に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
同
表

項
イ
に
掲
げ
る
防

火
対
象
物
（
同
表
㈥
項
ハ
⑶
に
掲
げ
る
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
用
途

火
対
象
物
で
あ
っ
て

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
用
途

に
供
さ
れ
る
部
分
に
限
る
。
）

に
お
け
る
屋
内
消
火
栓
設
備
、
ス
プ
リ
ン

に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
す
る
も
の
に
お
け
る
屋
内
消
火
栓
設
備
、
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
設
備
、
屋
外
消
火
栓
設
備
、
動
力
消
防
ポ
ン
プ
設
備
、
ガ
ス
漏
れ
火

ク
ラ
ー
設
備
、
屋
外
消
火
栓
設
備

災
警
報
設
備
、
漏
電
火
災
警
報
器
、
消
防
機
関
へ
通
報
す
る
火
災
報
知
設
備

、
漏
電
火
災
警
報
器
、
消
防
機
関
へ
通
報
す
る
火
災
報
知
設
備

、
非
常
警
報
設
備
、
避
難
器
具
、
消
防
用
水
及
び
連
結
散
水
設
備
に
係
る
技

、
非
常
警
報
設
備
及
び
避
難
器
具

に
係
る
技

術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
同
令
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
六
号
、

術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
同
令
第
十
一
条
、
第
十
二
条
、
第
十
九
条
及
び

第
十
二
条
第
一
項
第
四
号
、
第
十
九
条
第
一
項
、
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号

第
二
十
二
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で

（
同
令
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
六
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及

び
第
二
号
並
び
に
第
三
項
、
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
第
四
号
、
第
二
十
二

条
第
一
項
第
三
号
、
第
二
十
三
条
第
一
項
第
二
号
、
第
二
十
四
条
第
三
項
第

四
号
、
第
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
十
七
条
第
一
項
第
一
号
並
び
に
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第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
か
ら
起
算
し
て

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
か
ら
起
算
し
て

三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。



 1 

○
総
務
省
令
第
八
十
号

消
防
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
）
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
九
号
並
び
に
第
二
項
第
一
号
、

第
三
号
の
二
及
び
第
六
号
、
第
二
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第
二
項
並
び
に
別
表
第
一
㈥
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
消
防
法

施
行
規
則
及
び
特
定
小
規
模
施
設
に
お
け
る
必
要
と
さ
れ
る
防
火
安
全
性
能
を
有
す
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
等
に
関
す
る

省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
十
月
十
六
日

総
務
大
臣

山
本

早
苗

消
防
法
施
行
規
則
及
び
特
定
小
規
模
施
設
に
お
け
る
必
要
と
さ
れ
る
防
火
安
全
性
能
を
有
す
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設

備
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
消
防
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
中
第
八
項
を
第
十
項
と
し
、
第
三
項
か
ら
第
七
項
ま
で
を
二
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加

え
る
。



 2 

３

令
別
表
第
一
㈥
項
イ
⑴
の
総
務
省
令
で
定
め
る
病
院
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
体
制
を
有
す
る
病
院
と
す
る
。

一

勤
務
さ
せ
る
医
師
、
看
護
師
、
事
務
職
員
そ
の
他
の
職
員
の
数
が
、
病
床
数
が
二
十
六
床
以
下
の
と
き
は
二
、
二
十

六
床
を
超
え
る
と
き
は
二
に
十
三
床
ま
で
を
増
す
ご
と
に
一
を
加
え
た
数
を
常
時
下
回
ら
な
い
体
制

二

勤
務
さ
せ
る
医
師
、
看
護
師
、
事
務
職
員
そ
の
他
の
職
員
（
宿
直
勤
務
を
行
わ
せ
る
者
を
除
く
。
）
の
数
が
、
病
床

数
が
六
十
床
以
下
の
と
き
は
二
、
六
十
床
を
超
え
る
と
き
は
二
に
六
十
床
ま
で
を
増
す
ご
と
に
二
を
加
え
た
数
を
常
時

下
回
ら
な
い
体
制

４

令
別
表
第
一
㈥
項
イ
⑴

の
総
務
省
令
で
定
め
る
診
療
科
名
は
、
医
療
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
三
百
二
十

(ⅰ)

六
号
）
第
三
条
の
二
に
規
定
す
る
診
療
科
名
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
と
す
る
。

一

肛
門
外
科
、
乳
腺
外
科
、
形
成
外
科
、
美
容
外
科
、
小
児
科
、
皮
膚
科
、
泌
尿
器
科
、
産
婦
人
科
、
眼
科
、
耳
鼻
い

こ
う

せ
ん

ん
こ
う
科
、
産
科
、
婦
人
科

二

前
号
に
掲
げ
る
診
療
科
名
と
医
療
法
施
行
令
第
三
条
の
二
第
一
項
第
一
号
ハ
⑴
か
ら
⑷
ま
で
に
定
め
る
事
項
と
を
組

み
合
わ
せ
た
名
称

三

歯
科



 3 

四

歯
科
と
医
療
法
施
行
令
第
三
条
の
二
第
一
項
第
二
号
ロ
⑴
及
び
⑵
に
定
め
る
事
項
と
を
組
み
合
わ
せ
た
名
称

第
六
条
第
一
項
中
「
第
五
条
第
八
項
第
二
号
」
を
「
第
五
条
第
十
項
第
二
号
」
に
、
「
第
五
条
第
八
項
第
一
号
」
を
「
第

五
条
第
十
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
十
条
中
「
第
五
条
第
八
項
第
二
号
」
を
「
第
五
条
第
十
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
九
号
」
を
「
別
表
第
一
㈥
項
イ
⑴
及
び
⑵
並
び
に

ロ
、

項
イ
並
び
に

項
」
に
、
「
又
は
そ
の
部
分
」
を
「
（
同
表

項
イ
及
び

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ

て
は
、
同
表
㈥
項
イ
⑴
若
し
く
は
⑵
又
は
ロ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同

じ
。
）
」
に
、
「
延
べ
面
積
」
を
「
基
準
面
積
（
令
第
十
二
条
第
二
項
第
三
号
の
二
に
規
定
す
る
床
面
積
の
合
計
を
い
う
。

以
下
こ
の
項
、
第
十
三
条
第
三
項
、
第
十
三
条
の
五
第
一
項
及
び
第
十
三
条
の
六
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
に
改
め
、

同
項
第
二
号
中
「
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
九
号
」
を
「
別
表
第
一
㈥
項
イ
⑴
及
び
⑵
並
び
に
ロ
、

項
イ
並
び
に

項
」
に
改
め
、
「
又
は
そ
の
部
分
」
を
削
り
、
「
延
べ
面
積
」
を
「
基
準
面
積
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
令
第
十

二
条
第
一
項
第
一
号
に
」
を
「
令
別
表
第
一
㈥
項
イ
⑴
及
び
⑵
並
び
に
ロ
に
」
に
改
め
、
「
（
令
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
令

別
表
第
一
㈥
項
ロ
と
み
な
し
て
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
令
第
十
二
条
第
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一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
令
別
表
第
一

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
」
を
「
令
別
表
第
一

項
イ
に
掲
げ
る

防
火
対
象
物
」
に
、
「
同
号
の
規
定
を
適
用
す
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
「
同
表
㈥
項
ロ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に

供
さ
れ
る
部
分
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
三
中
「
第
十
二
第
一
項
第
一
号
ロ
」
を
「
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
ハ
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
三
項
第
九
号
の
二
中
「
別
表
第
一
㈥
項
ロ
」
を
「
別
表
第
一
㈥
項
イ
⑴
及
び
⑵
並
び
に
ロ
」
に
、
「
同
表
㈥

項
ロ
」
を
「
同
表
㈥
項
イ
⑴
若
し
く
は
⑵
又
は
ロ
」
に
、
「
延
べ
面
積
」
を
「
基
準
面
積
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
五
第
一
項
の
表
中
「
延
べ
面
積
」
を
「
基
準
面
積
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
及
び
第
七
項

第
二
号
の
表
中
「
次
条
」
を
「
第
十
三
条
の
六
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
防
火
上
有
効
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
構
造
を
有
す
る
部
分
）

第
十
三
条
の
五
の
二

令
第
十
二
条
第
二
項
第
三
号
の
二
の
総
務
省
令
で
定
め
る
部
分
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
部

分
（
当
該
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
当
該
部
分
が
存
す
る
防
火
対
象
物
の
延
べ
面
積
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
値
を
超

え
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
値
の
面
積
に
相
当
す
る
部
分
に
限
る
。
）
と
す
る
。

一

第
十
三
条
第
三
項
第
七
号
又
は
第
八
号
に
掲
げ
る
部
分
で
あ
る
こ
と
。
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二

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
防
火
上
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
部
分
で
あ
る
こ
と
。

イ

準
耐
火
構
造
の
壁
及
び
床
で
区
画
さ
れ
、
か
つ
、
開
口
部
に
防
火
戸
（
随
時
開
く
こ
と
が
で
き
る
自
動
閉
鎖
装
置

付
き
の
も
の
又
は
随
時
閉
鎖
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
煙
感
知
器
の
作
動
と
連
動
し
て
閉
鎖
す
る
も
の
に
限
る
。

）
を
設
け
た
部
分

ロ

不
燃
材
料
で
造
ら
れ
た
壁
、
柱
、
床
及
び
天
井
（
天
井
の
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
屋
根
）
で
区
画
さ
れ
、
か
つ

、
開
口
部
に
不
燃
材
料
で
造
ら
れ
た
戸
（
随
時
開
く
こ
と
が
で
き
る
自
動
閉
鎖
装
置
付
き
の
も
の
に
限
る
。
）
を
設

け
た
部
分
で
あ
つ
て
、
当
該
部
分
に
隣
接
す
る
部
分
（
第
十
三
条
第
三
項
第
六
号
に
掲
げ
る
部
分
を
除
く
。
）
の
全

て
が
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
有
効
範
囲
内
に
存
す
る
も
の

三

床
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
地
階
若
し
く
は
無
窓
階
又
は
床
面
積
が
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
四
階
以

上
十
階
以
下
の
階
に
存
す
る
部
分
で
な
い
こ
と
。

第
十
三
条
の
六
第
一
項
中
「
水
量
は
、
」
の
下
に
「
防
火
対
象
物
の
用
途
、
構
造
若
し
く
は
規
模
又
は
」
を
加
え
、
同
項

第
一
号
中
「
前
条
」
を
「
第
十
三
条
の
五
」
に
改
め
、
同
号
の
表
中
「
第
十
号
」
を
「
第
九
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中

「
第
十
二
条
第
二
項
第
四
号
」
を
「
第
十
二
条
第
二
項
第
三
号
の
二
」
に
、
「
に
つ
い
て
火
災
予
防
上
支
障
が
あ
る
と
認
め
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ら
れ
る
」
を
「
を
準
不
燃
材
料
以
外
の
材
料
で
し
た
」
に
改
め
、
同
号
の
表
中
「
延
べ
面
積
」
を
「
基
準
面
積
」
に
改
め
、

同
項
第
四
号
中
「
に
つ
い
て
火
災
予
防
上
支
障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
」
を
「
を
準
不
燃
材
料
以
外
の
材
料
で
し
た
」
に
改

め
、
同
号
の
表
中
「
延
べ
面
積
」
を
「
基
準
面
積
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
」
の
下
に
「
防
火
対

象
物
の
用
途
、
構
造
若
し
く
は
規
模
又
は
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
及
び
第
四
号
中
「
に
つ
い
て
火
災
予
防
上
支
障
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
」
を
「
を
準
不
燃
材
料
以
外
の
材
料
で
し
た
」
に
改
め
、
同
条
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に

次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

令
第
十
二
条
第
二
項
第
六
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
特
定
施
設
水
道
連
結
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
は
、
加
圧
送
水
装

置
を
設
け
な
く
て
も
前
項
第
二
号
又
は
第
四
号
に
規
定
す
る
性
能
を
有
す
る
特
定
施
設
水
道
連
結
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設

備
と
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
第
十
一
号
の
二
中
「
に
つ
い
て
火
災
予
防
上
支
障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
」
を
「
を
準
不
燃
材
料
以
外

の
材
料
で
し
た
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
消
防
機
関
か
ら
の
歩
行
距
離
が
五
百
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
」
を
「
次
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。
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一

令
別
表
第
一
㈥
項
イ
⑴
及
び
⑵
、

項
イ
、

項
並
び
に

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
同
表

項
イ
、

項
及
び

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
同
表
㈥
項
イ
⑴
又
は
⑵
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ

れ
る
部
分
が
存
す
る
も
の
に
限
る
。
）

消
防
機
関
が
存
す
る
建
築
物
内

二

前
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
以
外
の
防
火
対
象
物

消
防
機
関
か
ら
の
歩
行
距
離
が
五
百
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
場

所
第
二
十
五
条
第
三
項
第
三
号
イ
中
「
別
表
第
一
㈥
項
ロ
」
を
「
別
表
第
一
㈥
項
イ
⑴
か
ら
⑶
ま
で
及
び
ロ
」
に
改
め
、
同

項
第
四
号
中
「
別
表
第
一
㈥
項
ロ
、

項
イ
、

項
及
び

項
」
を
「
別
表
第
一
㈥
項
イ
⑴
及
び
⑵
並
び
に
ロ
、

項

イ
、

項
並
び
に

項
」
に
、
「
同
表
㈥
項
ロ
」
を
「
同
表
㈥
項
イ
⑴
若
し
く
は
⑵
又
は
ロ
」
に
改
め
、
「
存
す
る
も

の
に
限
る
」
の
下
に
「
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
第
四
号
中
「
別
表
第
一
㈥
項
ロ
、

項
イ
、

項
及
び

項
」
を
「
別
表
第
一
㈥
項
イ
⑴
及
び
⑵
並
び
に
ロ
、

項
イ
、

項
並
び
に

項
」
に
改
め
、
「
（
同
表

項
イ
、

項
及
び

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
同
表
㈥
項
ロ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ

れ
る
部
分
が
存
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
削
る
。

（
特
定
小
規
模
施
設
に
お
け
る
必
要
と
さ
れ
る
防
火
安
全
性
能
を
有
す
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
等
に
関
す
る
省
令
の
一
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部
改
正
）

第
二
条

特
定
小
規
模
施
設
に
お
け
る
必
要
と
さ
れ
る
防
火
安
全
性
能
を
有
す
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
等
に
関
す
る
省
令

（
平
成
二
十
年
総
務
省
令
第
百
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
イ
及
び
ロ
中
「
別
表
第
一
㈤
項
イ
」
を
「
別
表
第
一
㈤
項
イ
、
㈥
項
イ
⑴
か
ら
⑶
ま
で
」
に
、
「
別
表
第

一
㈥
項
イ
及
び
㈥
項
ハ
」
を
「
別
表
第
一
㈥
項
ハ
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に

定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

附
則
第
四
条
の
規
定

公
布
の
日

二

第
一
条
中
消
防
法
施
行
規
則
第
十
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
延
べ
面
積
」
を
「
基
準
面
積
（
令
第
十
二
条
第
二
項

第
三
号
の
二
に
規
定
す
る
床
面
積
の
合
計
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
、
第
十
三
条
第
三
項
、
第
十
三
条
の
五
第
一
項
及
び
第

十
三
条
の
六
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
に
改
め
る
改
正
規
定
、
同
項
第
二
号
及
び
同
令
第
十
三
条
第
三
項
第
九
号
の
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二
中
「
延
べ
面
積
」
を
「
基
準
面
積
」
に
改
め
る
改
正
規
定
、
同
令
第
十
三
条
の
五
の
改
正
規
定
、
同
条
の
次
に
一
条
を

加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
同
令
第
十
三
条
の
六
及
び
第
十
四
条
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
二
条
第
一
項
及
び
第
三
条

平
成
二
十
七
年
三
月
一
日

（
経
過
措
置
）

第
二
条

前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
消
防
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
六

年
政
令
第

号
）
に
よ
る
改
正
後
の
消
防
法
施
行
令
（
次
項
に
お
い
て
「
新
令
」
と
い
う
。
）
別
表
第
一
㈥
項
ロ
、

項
イ
及
び

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
同
表

項
イ
及
び

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
っ
て
は
、
同
表
㈥
項
ロ

に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
現
に
新
築
、
増
築
、

改
築
、
移
転
、
修
繕
又
は
模
様
替
え
の
工
事
中
の
同
表
㈥
項
ロ
、

項
イ
及
び

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
お
け
る
屋

内
消
火
栓
設
備
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
及
び
動
力
消
防
ポ
ン
プ
設
備
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令

に
よ
る
改
正
後
の
消
防
法
施
行
規
則
（
次
項
に
お
い
て
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
新
令
別
表
第
一
㈥
項
イ
⑴
及
び
⑵
、

項
イ
、

項
並
び
に

項
に
掲
げ
る
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防
火
対
象
物
（
同
表

項
イ
、

項
及
び

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
っ
て
は
、
同
表
㈥
項
イ
⑴
又
は
⑵
に
掲
げ

る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
す
る
も
の
に
限
り
、
同
表
㈥
項
ロ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ

る
部
分
が
存
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
現
に
新
築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
、
修
繕
又
は

模
様
替
え
の
工
事
中
の
同
表
㈥
項
イ
⑴
及
び
⑵
、

項
イ
、

項
並
び
に

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
お
け
る
消
防

機
関
へ
通
報
す
る
火
災
報
知
設
備
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第
二
十
五
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条

附
則
第
一
条
第
二
号
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

（
消
防
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

消
防
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
五
年
総
務
省
令
第
百
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
中
「
令
別
表
第
一
㈥
項
ロ
、

項
イ
、

項
及
び

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
」
の
下
に
「
（
同
表

項
イ
、

項
及
び

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
っ
て
は
、
同
表
㈥
項
ロ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
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る
部
分
が
存
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
る
。
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消
防
法
施
行
規
則
及
び
特
定
小
規
模
施
設
に
お
け
る
必
要
と
さ
れ
る
防
火
安
全
性
能
を
有
す
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令

新
旧
対
照
表

○

消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
防
火
対
象
物
の
用
途
の
指
定
）

（
防
火
対
象
物
の
用
途
の
指
定
）

第
五
条

（
略
）

第
五
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

令
別
表
第
一
㈥
項
イ
⑴
の
総
務
省
令
で
定
め
る
病
院
は
、
次
の
い
ず
れ
に

（
新
規
）

も
該
当
す
る
体
制
を
有
す
る
病
院
と
す
る
。

一

勤
務
さ
せ
る
医
師
、
看
護
師
、
事
務
職
員
そ
の
他
の
職
員
の
数
が
、
病

床
数
が
二
十
六
床
以
下
の
と
き
は
二
、
二
十
六
床
を
超
え
る
と
き
は
二
に

十
三
床
ま
で
を
増
す
ご
と
に
一
を
加
え
た
数
を
常
時
下
回
ら
な
い
体
制

二

勤
務
さ
せ
る
医
師
、
看
護
師
、
事
務
職
員
そ
の
他
の
職
員
（
宿
直
勤
務

を
行
わ
せ
る
者
を
除
く
。
）
の
数
が
、
病
床
数
が
六
十
床
以
下
の
と
き
は

二
、
六
十
床
を
超
え
る
と
き
は
二
に
六
十
床
ま
で
を
増
す
ご
と
に
二
を
加

え
た
数
を
常
時
下
回
ら
な
い
体
制

４

令
別
表
第
一
㈥
項
イ
⑴

の
総
務
省
令
で
定
め
る
診
療
科
名
は
、
医
療
法

（
新
規
）

(ⅰ)

施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
三
百
二
十
六
号
）
第
三
条
の
二
に
規
定
す

る
診
療
科
名
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
と
す
る
。
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一

肛
門
外
科
、
乳
腺
外
科
、
形
成
外
科
、
美
容
外
科
、
小
児
科
、
皮
膚
科

こ
う

せ
ん

、
泌
尿
器
科
、
産
婦
人
科
、
眼
科
、
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
、
産
科
、
婦
人
科

二

前
号
に
掲
げ
る
診
療
科
名
と
医
療
法
施
行
令
第
三
条
の
二
第
一
項
第
一

号
ハ
⑴
か
ら
⑷
ま
で
に
定
め
る
事
項
と
を
組
み
合
わ
せ
た
名
称

三

歯
科

四

歯
科
と
医
療
法
施
行
令
第
三
条
の
二
第
一
項
第
二
号
ロ
⑴
及
び
⑵
に
定

め
る
事
項
と
を
組
み
合
わ
せ
た
名
称

５
～

（
略
）

３
～
８

（
略
）

10
（
大
型
消
火
器
以
外
の
消
火
器
具
の
設
置
）

（
大
型
消
火
器
以
外
の
消
火
器
具
の
設
置
）

第
六
条

令
第
十
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
第
五
条
第
十
項
第

第
六
条

令
第
十
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
第
五
条
第
八
項
第

二
号
に
掲
げ
る
車
両
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
か
ら
第
八
条
ま
で
に
お
い
て
同

二
号
に
掲
げ
る
車
両
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
か
ら
第
八
条
ま
で
に
お
い
て
同

じ
。
）
又
は
そ
の
部
分
に
は
、
令
別
表
第
二
に
お
い
て
建
築
物
そ
の
他
の
工

じ
。
）
又
は
そ
の
部
分
に
は
、
令
別
表
第
二
に
お
い
て
建
築
物
そ
の
他
の
工

作
物
の
消
火
に
適
応
す
る
も
の
と
さ
れ
る
消
火
器
具
（
大
型
消
火
器
及
び
住

作
物
の
消
火
に
適
応
す
る
も
の
と
さ
れ
る
消
火
器
具
（
大
型
消
火
器
及
び
住

宅
用
消
火
器
を
除
く
。
以
下
大
型
消
火
器
に
あ
つ
て
は
こ
の
条
か
ら
第
八
条

宅
用
消
火
器
を
除
く
。
以
下
大
型
消
火
器
に
あ
つ
て
は
こ
の
条
か
ら
第
八
条

ま
で
に
、
住
宅
用
消
火
器
に
あ
つ
て
は
こ
の
条
か
ら
第
十
条
ま
で
に
お
い
て

ま
で
に
、
住
宅
用
消
火
器
に
あ
つ
て
は
こ
の
条
か
ら
第
十
条
ま
で
に
お
い
て

同
じ
。
）
を
、
そ
の
能
力
単
位
の
数
値
（
消
火
器
に
あ
つ
て
は
消
火
器
の
技

同
じ
。
）
を
、
そ
の
能
力
単
位
の
数
値
（
消
火
器
に
あ
つ
て
は
消
火
器
の
技

術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
自
治
省
令
第
二
十
七
号
）
第

術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
自
治
省
令
第
二
十
七
号
）
第

三
条
又
は
第
四
条
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
測
定
し
た
能
力
単
位
の
数
値
、
水

三
条
又
は
第
四
条
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
測
定
し
た
能
力
単
位
の
数
値
、
水

バ
ケ
ツ
に
あ
つ
て
は
容
量
八
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
も
の
三
個
を
一
単
位
と
し
て

バ
ケ
ツ
に
あ
つ
て
は
容
量
八
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
も
の
三
個
を
一
単
位
と
し
て

算
定
し
た
消
火
能
力
を
示
す
数
値
、
水
槽
に
あ
つ
て
は
容
量
八
リ
ッ
ト
ル
以

算
定
し
た
消
火
能
力
を
示
す
数
値
、
水
槽
に
あ
つ
て
は
容
量
八
リ
ッ
ト
ル
以

上
の
消
火
専
用
バ
ケ
ツ
三
個
以
上
を
有
す
る
容
量
八
十
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
も

上
の
消
火
専
用
バ
ケ
ツ
三
個
以
上
を
有
す
る
容
量
八
十
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
も
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の
一
個
を
一
・
五
単
位
又
は
容
量
八
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
消
火
専
用
バ
ケ
ツ
六

の
一
個
を
一
・
五
単
位
又
は
容
量
八
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
消
火
専
用
バ
ケ
ツ
六

個
以
上
を
有
す
る
容
量
百
九
十
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
も
の
一
個
を
二
・
五
単
位

個
以
上
を
有
す
る
容
量
百
九
十
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
も
の
一
個
を
二
・
五
単
位

と
し
て
算
定
し
た
消
火
能
力
を
示
す
数
値
、
乾
燥
砂
に
あ
つ
て
は
ス
コ
ッ
プ

と
し
て
算
定
し
た
消
火
能
力
を
示
す
数
値
、
乾
燥
砂
に
あ
つ
て
は
ス
コ
ッ
プ

を
有
す
る
五
十
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
も
の
一
塊
を
〇
・
五
単
位
と
し
て
算
定
し

を
有
す
る
五
十
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
も
の
一
塊
を
〇
・
五
単
位
と
し
て
算
定
し

た
消
火
能
力
を
示
す
数
値
、
膨
張
ひ
る
石
又
は
膨
張
真
珠
岩
に
あ
つ
て
は
ス

た
消
火
能
力
を
示
す
数
値
、
膨
張
ひ
る
石
又
は
膨
張
真
珠
岩
に
あ
つ
て
は
ス

コ
ッ
プ
を
有
す
る
百
六
十
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
も
の
一
塊
を
一
単
位
と
し
て
算

コ
ッ
プ
を
有
す
る
百
六
十
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
も
の
一
塊
を
一
単
位
と
し
て
算

定
し
た
消
火
能
力
を
示
す
数
値
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
合
計
数
が
、
当

定
し
た
消
火
能
力
を
示
す
数
値
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
合
計
数
が
、
当

該
防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分
の
延
べ
面
積
又
は
床
面
積
を
次
の
表
に
定
め

該
防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分
の
延
べ
面
積
又
は
床
面
積
を
次
の
表
に
定
め

る
面
積
で
除
し
て
得
た
数
（
第
五
条
第
十
項
第
一
号
に
掲
げ
る
舟
に
あ
つ
て

る
面
積
で
除
し
て
得
た
数
（
第
五
条
第
八
項
第
一
号
に
掲
げ
る
舟
に
あ
つ
て

は
、
一
）
以
上
の
数
値
と
な
る
よ
う
に
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

は
、
一
）
以
上
の
数
値
と
な
る
よ
う
に
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
～
７

（
略
）

２
～
７

（
略
）

（
車
両
に
係
る
消
火
器
具
に
関
す
る
基
準
）

（
車
両
に
係
る
消
火
器
具
に
関
す
る
基
準
）

第
十
条

第
五
条
第
十
項
第
二
号
に
掲
げ
る
車
両
に
係
る
消
火
器
具
の
設
置
及

第
十
条

第
五
条
第
八
項
第
二
号
に
掲
げ
る
車
両
に
係
る
消
火
器
具
の
設
置
及

び
維
持
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
は
、
そ
れ
ぞ
れ
鉄
道
営
業
法
、
軌
道
法
若

び
維
持
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
は
、
そ
れ
ぞ
れ
鉄
道
営
業
法
、
軌
道
法
若

し
く
は
道
路
運
送
車
両
法
又
は
こ
れ
ら
に
基
づ
く
命
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

し
く
は
道
路
運
送
車
両
法
又
は
こ
れ
ら
に
基
づ
く
命
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
。

よ
る
。

（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
構
造
）

（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
構
造
）

第
十
二
条
の
二

令
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
九
号
の
総
務
省
令
で
定

第
十
二
条
の
二

令
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
九
号
の
総
務
省
令
で
定

め
る
構
造
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分
の
区
分
に

め
る
構
造
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分
の
区
分
に

応
じ
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
防
火
対
象
物
又
は
そ
の

応
じ
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
防
火
対
象
物
又
は
そ
の

部
分
に
設
置
さ
れ
る
区
画
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

部
分
に
設
置
さ
れ
る
区
画
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。
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一

令
別
表
第
一
㈥
項
イ
⑴
及
び
⑵
並
び
に
ロ
、

項
イ
並
び
に

項
に

一

令
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
九
号

に

掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
同
表

項
イ
及
び

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

掲
げ
る
防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分

に
あ
つ
て
は
、
同
表
㈥
項
イ
⑴
若
し
く
は
⑵
又
は
ロ
に
掲
げ
る
防
火
対
象

物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
、
基

で
、
延

準
面
積
（
令
第
十
二
条
第
二
項
第
三
号
の
二
に
規
定
す
る
床
面
積
の
合
計

べ
面
積

を
い
う
。
以
下
こ
の
項
、
第
十
三
条
第
三
項
、
第
十
三
条
の
五
第
一
項
及

び
第
十
三
条
の
六
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

の
も
の

次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
区
画
を
有
す
る
も
の

の
も
の

次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
区
画
を
有
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

で
あ
る
こ
と
。

イ
～
ホ

（
略
）

イ
～
ホ

（
略
）

二

令
別
表
第
一
㈥
項
イ
⑴
及
び
⑵
並
び
に
ロ
、

項
イ
並
び
に

項
に

二

令
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
九
号

に

掲
げ
る
防
火
対
象
物

で
、
基
準
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル

掲
げ
る
防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分
で
、
延
べ
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル

以
上
の
も
の

次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
区
画
を
有
す
る

以
上
の
も
の

次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
区
画
を
有
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。

も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
～
ホ

（
略
）

イ
～
ホ

（
略
）

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
別
表
第
一
㈥
項
イ
⑴
及
び
⑵
並
び
に
ロ

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に

に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
令
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
令
別
表
第
一
㈥
項
ロ
と

の
う
ち
、
入
居
者
等

み
な
し
て
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
入
居
者
等

の
利
用
に
供
す
る
居
室
が
避
難
階
の
み
に
存
す
る
も
の
で
、
延
べ
面
積
が
百

の
利
用
に
供
す
る
居
室
が
避
難
階
の
み
に
存
す
る
も
の
で
、
延
べ
面
積
が
百

平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
（
前
項
第
一
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
置

平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
（
前
項
第
一
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
置

さ
れ
る
区
画
を
有
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
お
い
て
は
、
令
第
十
二
条
第
一

さ
れ
る
区
画
を
有
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
お
い
て
は
、
令
第
十
二
条
第
一

項
第
一
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
構
造
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
定
め

項
第
一
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
構
造
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
定
め
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る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一
～
二

（
略
）

一
～
二

（
略
）

３

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
別
表
第
一

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対

３

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る

象
物

（
同
表
㈤
項
ロ

防
火
対
象
物
（
令
別
表
第
一

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
同
表
㈤
項
ロ

及
び
㈥
項
ロ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
以
外
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分

及
び
㈥
項
ロ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
以
外
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分

が
存
し
な
い
も
の
に
限
る
。
）
の
部
分
で
同
表
㈥
項
ロ
に
掲
げ
る
防
火
対
象

が
存
し
な
い
も
の
に
限
る
。
）
の
部
分
で
同
号
の
規
定
を
適
用
す
る
も
の
に

物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
の
う
ち
、
延
べ
面
積
が
二
百
七
十
五
平
方
メ
ー

限
る
。
）

の
う
ち
、
延
べ
面
積
が
二
百
七
十
五
平
方
メ
ー

ト
ル
未
満
の
も
の
（
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
置
さ
れ
る

ト
ル
未
満
の
も
の
（
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
置
さ
れ
る

区
画
を
有
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
住
戸
部
分
」

区
画
を
有
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
住
戸
部
分
」

と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
令
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
の
総
務
省
令
で
定

と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
令
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
の
総
務
省
令
で
定

め
る
構
造
は
次
の
各
号
に
定
め
る
区
画
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

め
る
構
造
は
次
の
各
号
に
定
め
る
区
画
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

一
～
七

（
略
）

一
～
七

（
略
）

（
介
助
が
な
け
れ
ば
避
難
で
き
な
い
者
）

（
介
助
が
な
け
れ
ば
避
難
で
き
な
い
者
）

第
十
二
条
の
三

令
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
ハ
の
介
助
が
な
け
れ
ば
避
難
で

第
十
二
条
の
三

令
第
十
二
第
一
項
第
一
号
ロ

の
介
助
が
な
け
れ
ば
避
難
で

き
な
い
者
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
者
は
、
乳
児
、
幼
児
並
び
に
令
別
表

き
な
い
者
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
者
は
、
乳
児
、
幼
児
並
び
に
令
別
表

第
一
㈥
項
ロ
⑵
、
⑷
及
び
⑸
に
規
定
す
る
施
設
に
入
所
す
る
者
（
同
表
㈥
項

第
一
㈥
項
ロ
⑵
、
⑷
及
び
⑸
に
規
定
す
る
施
設
に
入
所
す
る
者
（
同
表
㈥
項

ロ
⑸
に
規
定
す
る
施
設
に
入
所
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
同
表
㈥
項
ロ
⑸
に
規

ロ
⑸
に
規
定
す
る
施
設
に
入
所
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
同
表
㈥
項
ロ
⑸
に
規

定
す
る
避
難
が
困
難
な
障
害
者
等
に
限
る
。
）
の
う
ち
、
次
の
各
号
の
い
ず

定
す
る
避
難
が
困
難
な
障
害
者
等
に
限
る
。
）
の
う
ち
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

一
～
六

（
略
）

一
～
六

（
略
）

（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
階
の
部
分
等
）

（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
階
の
部
分
等
）

第
十
三
条

（
略
）

第
十
三
条

（
略
）
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２

（
略
）

２

（
略
）

３

令
第
十
二
条
第
二
項
第
一
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
部
分
は
、
次
の
各
号

３

令
第
十
二
条
第
二
項
第
一
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
部
分
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
部
分
以
外
の
部
分
と
す
る
。

に
掲
げ
る
部
分
以
外
の
部
分
と
す
る
。

一
～
九

（
略
）

一
～
九

（
略
）

九
の
二

令
別
表
第
一
㈥
項
イ
⑴
及
び
⑵
並
び
に
ロ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

九
の
二

令
別
表
第
一
㈥
項
ロ

に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

並
び
に
同
表

項
イ
、

項
及
び

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
う

並
び
に
同
表

項
イ
、

項
及
び

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
う

ち
同
表
㈥
項
イ
⑴
若
し
く
は
⑵
又
は
ロ
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
（
当
該

ち
同
表
㈥
項
ロ

の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
（
当
該

防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分
の
基
準
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も

防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分
の
延
べ
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も

の
に
限
る
。
）
の
廊
下
（
第
六
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
、
収
納
設

の
に
限
る
。
）
の
廊
下
（
第
六
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
、
収
納
設

備
（
そ
の
床
面
積
が
二
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
、

備
（
そ
の
床
面
積
が
二
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
、

脱
衣
所
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
場
所

脱
衣
所
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
場
所

十
～
十
二

（
略
）

十
～
十
二

（
略
）

（
ラ
ッ
ク
式
倉
庫
等
に
設
け
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
等
）

（
ラ
ッ
ク
式
倉
庫
等
に
設
け
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
等
）

第
十
三
条
の
五

令
第
十
二
条
第
二
項
第
二
号
ハ
の
総
務
省
令
で
定
め
る
種
別

第
十
三
条
の
五

令
第
十
二
条
第
二
項
第
二
号
ハ
の
総
務
省
令
で
定
め
る
種
別

の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
う
ち
同
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
九
号
に
掲

の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
う
ち
同
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
九
号
に
掲

げ
る
防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分
に
設
け
る
も
の
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲

げ
る
防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分
に
設
け
る
も
の
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲

げ
る
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
種
別
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ

げ
る
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
種
別
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ

ド
と
す
る
。

ド
と
す
る
。

防
火
対
象
物
の
部
分

種
別

防
火
対
象
物
の
部
分

種
別

基
準
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
防
火
対

閉
鎖
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド

延
べ
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
防
火
対

閉
鎖
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド

象
物
又
は
そ
の
部
分
の
床
面
か
ら
天
井
ま
で
の

の
う
ち
小
区
画
型
ヘ
ッ
ド

象
物
又
は
そ
の
部
分
の
床
面
か
ら
天
井
ま
で
の

の
う
ち
小
区
画
型
ヘ
ッ
ド
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高
さ
が
三
メ
ー
ト
ル
未
満
の
部
分

高
さ
が
三
メ
ー
ト
ル
未
満
の
部
分

基
準
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
防
火
対

閉
鎖
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド

延
べ
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
防
火
対

閉
鎖
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド

象
物
又
は
そ
の
部
分
の
床
面
か
ら
天
井
ま
で
の

の
う
ち
小
区
画
型
ヘ
ッ
ド
又
は
標

象
物
又
は
そ
の
部
分
の
床
面
か
ら
天
井
ま
で
の

の
う
ち
小
区
画
型
ヘ
ッ
ド
又
は
標

高
さ
が
三
メ
ー
ト
ル
未
満
の
部
分

準
型
ヘ
ッ
ド

高
さ
が
三
メ
ー
ト
ル
未
満
の
部
分

準
型
ヘ
ッ
ド

基
準
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
防
火
対

閉
鎖
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド

延
べ
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
防
火
対

閉
鎖
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド

象
物
又
は
そ
の
部
分
の
床
面
か
ら
天
井
ま
で
の

の
う
ち
小
区
画
型
ヘ
ッ
ド
又
は
開

象
物
又
は
そ
の
部
分
の
床
面
か
ら
天
井
ま
で
の

の
う
ち
小
区
画
型
ヘ
ッ
ド
又
は
開

高
さ
が
三
メ
ー
ト
ル
以
上
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の

放
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド

高
さ
が
三
メ
ー
ト
ル
以
上
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の

放
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド

部
分

部
分

基
準
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
防
火
対

閉
鎖
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド

延
べ
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
防
火
対

閉
鎖
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド

象
物
又
は
そ
の
部
分
の
床
面
か
ら
天
井
ま
で
の

の
う
ち
小
区
画
型
ヘ
ッ
ド
若
し
く

象
物
又
は
そ
の
部
分
の
床
面
か
ら
天
井
ま
で
の

の
う
ち
小
区
画
型
ヘ
ッ
ド
若
し
く

高
さ
が
三
メ
ー
ト
ル
以
上
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の

は
標
準
型
ヘ
ッ
ド
又
は
開
放
型
ス

高
さ
が
三
メ
ー
ト
ル
以
上
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の

は
標
準
型
ヘ
ッ
ド
又
は
開
放
型
ス

部
分

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド

部
分

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド

防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分
の
床
面
か
ら
天
井

放
水
型
ヘ
ッ
ド
等

防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分
の
床
面
か
ら
天
井

放
水
型
ヘ
ッ
ド
等

ま
で
の
高
さ
が
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
部
分

ま
で
の
高
さ
が
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
部
分

２

（
略
）

２

（
略
）

３

令
第
十
二
条
第
二
項
第
二
号
ハ
の
総
務
省
令
で
定
め
る
種
別
の
ス
プ
リ
ン

３

令
第
十
二
条
第
二
項
第
二
号
ハ
の
総
務
省
令
で
定
め
る
種
別
の
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
う
ち
同
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
次
項

ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
う
ち
同
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
次
項

及
び
第
五
項
、
第
十
三
条
の
六
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
十
四
条
第
一

及
び
第
五
項
、
次
条

第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
十
四
条
第
一

項
に
お
い
て
「
ラ
ッ
ク
式
倉
庫
」
と
い
う
。
）
に
設
け
る
も
の
は
、
閉
鎖
型

項
に
お
い
て
「
ラ
ッ
ク
式
倉
庫
」
と
い
う
。
）
に
設
け
る
も
の
は
、
閉
鎖
型

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
う
ち
標
準
型
ヘ
ッ
ド
（
有
効
散
水
半
径
が
二
・

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
う
ち
標
準
型
ヘ
ッ
ド
（
有
効
散
水
半
径
が
二
・

三
で
あ
つ
て
、
閉
鎖
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め

三
で
あ
つ
て
、
閉
鎖
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
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る
省
令
第
三
条
第
二
項
の
ヘ
ッ
ド
の
呼
び
が
二
十
の
も
の
に
限
る
。
）
と
す

る
省
令
第
三
条
第
二
項
の
ヘ
ッ
ド
の
呼
び
が
二
十
の
も
の
に
限
る
。
）
と
す

る
。

る
。

４

前
項
に
規
定
す
る
ラ
ッ
ク
式
倉
庫
は
、
次
項
及
び
第
十
三
条
の
六
第
一
項

４

前
項
に
規
定
す
る
ラ
ッ
ク
式
倉
庫
は
、
次
項
及
び
次
条

第
一
項

第
一
号
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
収
納
物
等
の
種
類
に
応
じ
、

第
一
号
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
収
納
物
等
の
種
類
に
応
じ
、

同
表
の
下
欄
に
定
め
る
等
級
に
区
分
す
る
。

同
表
の
下
欄
に
定
め
る
等
級
に
区
分
す
る
。

５

第
三
項
に
規
定
す
る
標
準
型
ヘ
ッ
ド
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

５

第
三
項
に
規
定
す
る
標
準
型
ヘ
ッ
ド
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
は
、
棚
又
は
こ
れ
に
類
す
る
も
の
（
以
下
こ

一

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
は
、
棚
又
は
こ
れ
に
類
す
る
も
の
（
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
「
ラ
ッ
ク
等
」
と
い
う
。
）
を
設
け
た
部
分
に
あ
つ
て
は

の
項
に
お
い
て
「
ラ
ッ
ク
等
」
と
い
う
。
）
を
設
け
た
部
分
に
あ
つ
て
は

、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
け
る
こ
と
。

、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
け
る
こ
と
。

イ
～
ロ

（
略
）

イ
～
ロ

（
略
）

ハ

イ
及
び
ロ
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
と
こ
ろ
に

ハ

イ
及
び
ロ
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
ラ
ッ
ク
式
倉
庫
の
等
級
及
び
水
平
遮
へ
い
板
（
ラ
ッ
ク
等
を
設

よ
り
、
ラ
ッ
ク
式
倉
庫
の
等
級
及
び
水
平
遮
へ
い
板
（
ラ
ッ
ク
等
を
設

け
た
部
分
の
内
部
を
水
平
方
向
に
遮
へ
い
す
る
板
を
い
う
。
以
下
こ
の

け
た
部
分
の
内
部
を
水
平
方
向
に
遮
へ
い
す
る
板
を
い
う
。
以
下
こ
の

項
及
び
第
十
三
条
の
六
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
設
置
状
況
に
応

項
及
び
次
条

第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
設
置
状
況
に
応

じ
て
、
火
災
を
有
効
に
消
火
で
き
る
よ
う
に
設
け
る
こ
と
。

じ
て
、
火
災
を
有
効
に
消
火
で
き
る
よ
う
に
設
け
る
こ
と
。

二
～
五

（
略
）

二
～
五

（
略
）

６

（
略
）

６

（
略
）

７

令
第
十
二
条
第
一
項
第
六
号
の
防
火
対
象
物
に
は
、
前
項
に
規
定
す
る
ス

７

令
第
十
二
条
第
一
項
第
六
号
の
防
火
対
象
物
に
は
、
前
項
に
規
定
す
る
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
う
ち
、
標
準
型
ヘ
ッ
ド
に
あ
つ
て
は
次
に
定
め
る

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
う
ち
、
標
準
型
ヘ
ッ
ド
に
あ
つ
て
は
次
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
放
水
型
ヘ
ッ
ド
等
に
あ
つ
て
は
前
条
第
三
項
の
規
定
の
例

と
こ
ろ
に
よ
り
、
放
水
型
ヘ
ッ
ド
等
に
あ
つ
て
は
前
条
第
三
項
の
規
定
の
例

に
よ
り
、
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
よ
り
、
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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一

（
略
）

一

（
略
）

二

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
は
、
天
井
又
は
天
井
裏
の
各
部
分
か
ら
一
の

二

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
は
、
天
井
又
は
天
井
裏
の
各
部
分
か
ら
一
の

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
ま
で
の
水
平
距
離
が
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
ま
で
の
水
平
距
離
が
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ

る
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
距
離
と
な
る
よ
う
に
設
け
る
こ

る
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
距
離
と
な
る
よ
う
に
設
け
る
こ

と
。

と
。

防
火
対
象
物
の
部
分

水
平
距
離

防
火
対
象
物
の
部
分

水
平
距
離

厨
房
そ
の
他
火
気
を
使

一
・
七
メ
ー
ト
ル
（
高
感
度
型
ヘ
ッ
ド
（
令
第
十
二
条
第

厨
房
そ
の
他
火
気
を
使

一
・
七
メ
ー
ト
ル
（
高
感
度
型
ヘ
ッ
ド
（
令
第
十
二
条
第

用
す
る
設
備
又
は
器
具

二
項
第
二
号
イ
の
表
に
規
定
す
る
高
感
度
型
ヘ
ッ
ド
を
い

用
す
る
設
備
又
は
器
具

二
項
第
二
号
イ
の
表
に
規
定
す
る
高
感
度
型
ヘ
ッ
ド
を
い

を
設
置
す
る
部
分

う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
十
三
条
の
六
に
お
い
て
同
じ
。

を
設
置
す
る
部
分

う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条

に
お
い
て
同
じ
。

）
に
あ
つ
て
は
、
第
十
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定
の
例
に

）
に
あ
つ
て
は
、
第
十
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定
の
例
に

よ
り
算
出
し
た
距
離
（
同
項
中
Ｘ
の
値
は
、
〇
・
七
五
と

よ
り
算
出
し
た
距
離
（
同
項
中
Ｘ
の
値
は
、
〇
・
七
五
と

す
る
。
）
）
以
下

す
る
。
）
）
以
下

そ
の
他
の
部
分

二
・
一
メ
ー
ト
ル
（
高
感
度
型
ヘ
ッ
ド
に
あ
つ
て
は
、
第

そ
の
他
の
部
分

二
・
一
メ
ー
ト
ル
（
高
感
度
型
ヘ
ッ
ド
に
あ
つ
て
は
、
第

十
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
算
出
し
た
距
離

十
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
算
出
し
た
距
離

（
同
項
中
Ｘ
の
値
は
、
〇
・
九
と
す
る
。
）
）
以
下

（
同
項
中
Ｘ
の
値
は
、
〇
・
九
と
す
る
。
）
）
以
下

（
防
火
上
有
効
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
構
造
を
有
す
る
部
分
）

第
十
三
条
の
五
の
二

令
第
十
二
条
第
二
項
第
三
号
の
二
の
総
務
省
令
で
定
め

（
新
規
）

る
部
分
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
部
分
（
当
該
部
分
の
床
面
積
の
合

計
が
当
該
部
分
が
存
す
る
防
火
対
象
物
の
延
べ
面
積
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て

得
た
値
を
超
え
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
値
の
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面
積
に
相
当
す
る
部
分
に
限
る
。
）
と
す
る
。

一

第
十
三
条
第
三
項
第
七
号
又
は
第
八
号
に
掲
げ
る
部
分
で
あ
る
こ
と
。

二

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
防
火
上
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
部
分
で
あ

る
こ
と
。

イ

準
耐
火
構
造
の
壁
及
び
床
で
区
画
さ
れ
、
か
つ
、
開
口
部
に
防
火
戸

（
随
時
開
く
こ
と
が
で
き
る
自
動
閉
鎖
装
置
付
き
の
も
の
又
は
随
時
閉

鎖
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
煙
感
知
器
の
作
動
と
連
動
し
て
閉
鎖
す

る
も
の
に
限
る
。
）
を
設
け
た
部
分

ロ

不
燃
材
料
で
造
ら
れ
た
壁
、
柱
、
床
及
び
天
井
（
天
井
の
な
い
場
合

に
あ
つ
て
は
、
屋
根
）
で
区
画
さ
れ
、
か
つ
、
開
口
部
に
不
燃
材
料
で

造
ら
れ
た
戸
（
随
時
開
く
こ
と
が
で
き
る
自
動
閉
鎖
装
置
付
き
の
も
の

に
限
る
。
）
を
設
け
た
部
分
で
あ
つ
て
、
当
該
部
分
に
隣
接
す
る
部
分

（
第
十
三
条
第
三
項
第
六
号
に
掲
げ
る
部
分
を
除
く
。
）
の
全
て
が
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
有
効
範
囲
内
に
存
す
る
も
の

三

床
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
地
階
若
し
く
は
無
窓
階
又
は
床
面

積
が
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
四
階
以
上
十
階
以
下
の
階
に
存
す
る

部
分
で
な
い
こ
と
。

（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
水
源
の
水
量
等
）

（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
水
源
の
水
量
等
）

第
十
三
条
の
六

令
第
十
二
条
第
二
項
第
四
号
の
水
量
は
、
防
火
対
象
物
の
用

第
十
三
条
の
六

令
第
十
二
条
第
二
項
第
四
号
の
水
量
は
、

途
、
構
造
若
し
く
は
規
模
又
は
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
種
別
に
応
じ
、

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
種
別
に
応
じ
、

次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
算
出
す
る
も
の
と
す
る
。

次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
算
出
す
る
も
の
と
す
る
。

一

閉
鎖
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
う
ち
標
準
型
ヘ
ッ
ド
を
用
い
る
場

一

閉
鎖
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
う
ち
標
準
型
ヘ
ッ
ド
を
用
い
る
場



- 11 -

合
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
区
分
に
応
じ
、
ス
プ
リ

合
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
区
分
に
応
じ
、
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
設
置
個
数
が
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
個
数
（
乾
式
又

ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
設
置
個
数
が
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
個
数
（
乾
式
又

は
予
作
動
式
の
流
水
検
知
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設

は
予
作
動
式
の
流
水
検
知
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設

備
に
あ
つ
て
は
、
当
該
下
欄
に
定
め
る
個
数
に
一
・
五
を
乗
じ
て
得
た
個

備
に
あ
つ
て
は
、
当
該
下
欄
に
定
め
る
個
数
に
一
・
五
を
乗
じ
て
得
た
個

数
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
上
で
あ
る
と
き
に
あ
つ
て
は
当

数
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
上
で
あ
る
と
き
に
あ
つ
て
は
当

該
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
個
数
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
設
置
個
数

該
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
個
数
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
設
置
個
数

が
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
個
数
に
満
た
な
い
と
き
に
あ
つ
て
は
当
該
設
置

が
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
個
数
に
満
た
な
い
と
き
に
あ
つ
て
は
当
該
設
置

個
数
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
・
六
立
方
メ
ー
ト
ル
（
ラ
ッ
ク
式
倉
庫
の
う
ち
、

個
数
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
・
六
立
方
メ
ー
ト
ル
（
ラ
ッ
ク
式
倉
庫
の
う
ち
、

等
級
が
Ⅲ
又
は
Ⅳ
の
も
の
で
あ
つ
て
第
十
三
条
の
五
第
五
項
第
四
号
の
規

等
級
が
Ⅲ
又
は
Ⅳ
の
も
の
で
あ
つ
て
前
条

第
五
項
第
四
号
の
規

定
に
よ
り
水
平
遮
へ
い
板
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
に
あ
つ
て
は
二
・
二

定
に
よ
り
水
平
遮
へ
い
板
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
に
あ
つ
て
は
二
・
二

八
立
方
メ
ー
ト
ル
、
そ
の
他
の
も
の
に
あ
つ
て
は
三
・
四
二
立
方
メ
ー
ト

八
立
方
メ
ー
ト
ル
、
そ
の
他
の
も
の
に
あ
つ
て
は
三
・
四
二
立
方
メ
ー
ト

ル
）
を
乗
じ
て
得
た
量
と
す
る
こ
と
。

ル
）
を
乗
じ
て
得
た
量
と
す
る
こ
と
。

防
火
対
象
物
の
区
分

個
数

防
火
対
象
物
の
区
分

個
数

令
第
十
二
条
第

令
別
表
第
一
㈣
項
に
掲
げ
る
防
火
対
象

十
五
（
高
感
度
型
ヘ

令
第
十
二
条
第

令
別
表
第
一
㈣
項
に
掲
げ
る
防
火
対
象

十
五
（
高
感
度
型
ヘ

一
項
第
一
号
か

物
及
び
同
表

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対

ッ
ド
に
あ
つ
て
は
、

一
項
第
一
号
か

物
及
び
同
表

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対

ッ
ド
に
あ
つ
て
は
、

ら
第
四
号
ま
で

象
物
の
う
ち
同
表
㈣
項
の
用
途
に
供
さ

十
二
）

ら
第
四
号
ま
で

象
物
の
う
ち
同
表
㈣
項
の
用
途
に
供
さ

十
二
）

及
び
第
九
号
か

れ
る
部
分
が
存
す
る
も
の
（
法
第
八
条

及
び
第
十
号
か

れ
る
部
分
が
存
す
る
も
の
（
法
第
八
条

ら
第
十
二
号
ま

第
一
項
に
規
定
す
る
百
貨
店
で
あ
る
も

ら
第
十
二
号
ま

第
一
項
に
規
定
す
る
百
貨

で
に
掲
げ
る
防

の
に
限
る
。
）

で
に
掲
げ
る
防

店
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

火
対
象
物

そ
の
他

地
階
を
除
く
階
数
が
十
以
下

十
（
高
感
度
型
ヘ
ッ

火
対
象
物

そ
の
他

地
階
を
除
く
階
数
が
十
以
下

十
（
高
感
度
型
ヘ
ッ

の
も
の

の
防
火
対
象
物

ド
に
あ
つ
て
は
、
八

の
も
の

の
防
火
対
象
物

ド
に
あ
つ
て
は
、
八
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）

）

地
階
を
除
く
階
数
が
十
一
以

十
五
（
高
感
度
型
ヘ

地
階
を
除
く
階
数
が
十
一
以

十
五
（
高
感
度
型
ヘ

上
の
防
火
対
象
物

ッ
ド
に
あ
つ
て
は
、

上
の
防
火
対
象
物

ッ
ド
に
あ
つ
て
は
、

十
二
）

十
二
）

ラ
ッ
ク
式
倉
庫

等
級
が
Ｉ
、
Ⅱ
及
び
Ⅲ
の
も
の

三
十
（
標
準
型
ヘ
ッ

ラ
ッ
ク
式
倉
庫

等
級
が
Ｉ
、
Ⅱ
及
び
Ⅲ
の
も
の

三
十
（
標
準
型
ヘ
ッ

ド
の
う
ち
感
度
種
別

ド
の
う
ち
感
度
種
別

が
一
種
の
も
の
に
あ

が
一
種
の
も
の
に
あ

つ
て
は
、
二
十
四
）

つ
て
は
、
二
十
四
）

等
級
が
Ⅳ
の
も
の

二
十
（
標
準
型
ヘ
ッ

等
級
が
Ⅳ
の
も
の

二
十
（
標
準
型
ヘ
ッ

ド
の
う
ち
感
度
種
別

ド
の
う
ち
感
度
種
別

が
一
種
の
も
の
に
あ

が
一
種
の
も
の
に
あ

つ
て
は
、
十
六
）

つ
て
は
、
十
六
）

令
第
十
二
条
第
一
項
第
六
号
及
び
第
七
号
の
防
火
対
象
物

十
五
（
高
感
度
型
ヘ

令
第
十
二
条
第
一
項
第
六
号
及
び
第
七
号
の
防
火
対
象
物

十
五
（
高
感
度
型
ヘ

ッ
ド
に
あ
つ
て
は
、

ッ
ド
に
あ
つ
て
は
、

十
二
）

十
二
）

令
第
十
二
条
第
一
項
第
八
号
の
指
定
可
燃
物
を
危
険
物
の

二
十
（
標
準
型
ヘ
ッ

令
第
十
二
条
第
一
項
第
八
号
の
指
定
可
燃
物
を
危
険
物
の

二
十
（
標
準
型
ヘ
ッ

規
制
に
関
す
る
政
令
別
表
第
四
に
定
め
る
数
量
の
千
倍
以

ド
の
う
ち
感
度
種
別

規
制
に
関
す
る
政
令
別
表
第
四
に
定
め
る
数
量
の
千
倍
以

ド
の
う
ち
感
度
種
別

上
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
も
の

が
一
種
の
も
の
に
あ

上
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
も
の

が
一
種
の
も
の
に
あ

つ
て
は
、
十
六
）

つ
て
は
、
十
六
）

二

閉
鎖
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
う
ち
小
区
画
型
ヘ
ッ
ド
を
用
い
る

二

閉
鎖
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
う
ち
小
区
画
型
ヘ
ッ
ド
を
用
い
る

場
合
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
区
分
に
応
じ
、
ス
プ

場
合
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
区
分
に
応
じ
、
ス
プ
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リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
設
置
個
数
が
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
個
数
以
上
で

リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
設
置
個
数
が
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
個
数
以
上
で

あ
る
と
き
に
あ
つ
て
は
当
該
同
表
の
個
数
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の

あ
る
と
き
に
あ
つ
て
は
当
該
同
表
の
個
数
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の

設
置
個
数
が
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
個
数
に
満
た
な
い
と
き
に
あ
つ
て
は

設
置
個
数
が
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
個
数
に
満
た
な
い
と
き
に
あ
つ
て
は

当
該
設
置
個
数
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
立
方
メ
ー
ト
ル
を
乗
じ
て
得
た
量
（
令

当
該
設
置
個
数
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
立
方
メ
ー
ト
ル
を
乗
じ
て
得
た
量
（
令

第
十
二
条
第
二
項
第
三
号
の
二
に
規
定
す
る
特
定
施
設
水
道
連
結
型
ス
プ

第
十
二
条
第
二
項
第
四
号

に
規
定
す
る
特
定
施
設
水
道
連
結
型
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
（
以
下
「
特
定
施
設
水
道
連
結
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設

リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
（
以
下
「
特
定
施
設
水
道
連
結
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設

備
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
一
・
二
立
方
メ
ー
ト
ル
（
壁
及
び
天
井
（

備
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
一
・
二
立
方
メ
ー
ト
ル
（
壁
及
び
天
井
（

天
井
の
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
屋
根
）
の
室
内
に
面
す
る
部
分
（
回
り

天
井
の
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
屋
根
）
の
室
内
に
面
す
る
部
分
（
回
り

縁
、
窓
台
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
分
を
除
く
。
）
の
仕
上
げ
を
準
不

縁
、
窓
台
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
分
を
除
く
。
）
の
仕
上
げ
に
つ
い

燃
材
料
以
外
の
材
料
で
し
た

場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
同
表

て
火
災
予
防
上
支
障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
同
表

の
個
数
又
は
当
該
設
置
個
数
に
〇
・
六
立
方
メ
ー
ト
ル
を
乗
じ
て
得
た
数

の
個
数
又
は
当
該
設
置
個
数
に
〇
・
六
立
方
メ
ー
ト
ル
を
乗
じ
て
得
た
数

）
）
と
す
る
こ
と
。

）
）
と
す
る
こ
と
。

防
火
対
象
物
の
区
分

個
数

防
火
対
象
物
の
区
分

個
数

令
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
九
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
又
は
そ

四

令
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
九
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
又
は
そ

四

の
部
分
で
基
準
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の

の
部
分
で
延
べ
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の

地
階
を
除
く
階
数
が
十
以
下
の
防
火
対
象
物
（
令
第
十
二
条
第
一
項
第
一

八

地
階
を
除
く
階
数
が
十
以
下
の
防
火
対
象
物
（
令
第
十
二
条
第
一
項
第
一

八

号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
で
基
準
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の

号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
で
延
べ
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の

を
除
く
。
）

を
除
く
。
）

地
階
を
除
く
階
数
が
十
一
以
上
の
防
火
対
象
物

十
二

地
階
を
除
く
階
数
が
十
一
以
上
の
防
火
対
象
物

十
二

三

（
略
）

三

（
略
）
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四

開
放
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
を
用
い
る
場
合
は
、
次
の
表
の
上
欄

四

開
放
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
を
用
い
る
場
合
は
、
次
の
表
の
上
欄

に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
個
数
に

に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
個
数
に

、
そ
れ
ぞ
れ
一
・
六
立
方
メ
ー
ト
ル
を
乗
じ
て
得
た
数
（
特
定
施
設
水
道

、
そ
れ
ぞ
れ
一
・
六
立
方
メ
ー
ト
ル
を
乗
じ
て
得
た
数
（
特
定
施
設
水
道

連
結
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
に
あ
つ
て
は
一
・
二
立
方
メ
ー
ト
ル
（
壁

連
結
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
に
あ
つ
て
は
一
・
二
立
方
メ
ー
ト
ル
（
壁

及
び
天
井
（
天
井
の
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
屋
根
）
の
室
内
に
面
す
る

及
び
天
井
（
天
井
の
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
屋
根
）
の
室
内
に
面
す
る

部
分
（
回
り
縁
、
窓
台
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
分
を
除
く
。
）
の
仕

部
分
（
回
り
縁
、
窓
台
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
分
を
除
く
。
）
の
仕

上
げ
を
準
不
燃
材
料
以
外
の
材
料
で
し
た

場
合
に
あ
つ
て

上
げ
に
つ
い
て
火
災
予
防
上
支
障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
あ
つ
て

は
当
該
同
表
の
個
数
又
は
当
該
設
置
個
数
に
〇
・
六
立
方
メ
ー
ト
ル
を
乗

は
当
該
同
表
の
個
数
又
は
当
該
設
置
個
数
に
〇
・
六
立
方
メ
ー
ト
ル
を
乗

じ
て
得
た
数
）
）
と
す
る
こ
と
。

じ
て
得
た
数
）
）
と
す
る
こ
と
。

防
火
対
象
物
の
区
分

個
数

防
火
対
象
物
の
区
分

個
数

令
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
九
号
に
掲
げ

四
（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ

令
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
九
号
に
掲
げ

四
（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ

る
防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分
で
基
準
面
積
が
千

ド
の
設
置
個
数
が
四
に
満
た

る
防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分
で
延
べ
面
積
が
千

ド
の
設
置
個
数
が
四
に
満
た

平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の

な
い
と
き
に
あ
つ
て
は
、
当

平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の

な
い
と
き
に
あ
つ
て
は
、
当

該
設
置
個
数
）

該
設
置
個
数
）

令
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象

最
大
の
放
水
区
域
に
設
置
さ

令
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象

最
大
の
放
水
区
域
に
設
置
さ

物
（
基
準
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の

れ
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ

物
（
延
べ
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の

れ
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ

を
除
く
。
）
の
う
ち
地
階
を
除
く
階
数
が
十
以
下

ド
の
個
数
に
一
・
六
を
乗
じ

を
除
く
。
）
の
う
ち
地
階
を
除
く
階
数
が
十
以
下

ド
の
個
数
に
一
・
六
を
乗
じ

の
も
の
及
び
舞
台
部
が
十
階
以
下
の
階
に
存
す
る

た
数

の
も
の
及
び
舞
台
部
が
十
階
以
下
の
階
に
存
す
る

た
数

防
火
対
象
物

防
火
対
象
物

舞
台
部
が
十
一
階
以
上
の
階
に
存
す
る
防
火
対
象

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の

舞
台
部
が
十
一
階
以
上
の
階
に
存
す
る
防
火
対
象

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の

物

設
置
個
数
が
最
も
多
い
階
に

物

設
置
個
数
が
最
も
多
い
階
に
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お
け
る
当
該
設
置
個
数

お
け
る
当
該
設
置
個
数

五

（
略
）

五

（
略
）

２

令
第
十
二
条
第
二
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の

２

令
第
十
二
条
第
二
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の

性
能
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
、
構
造
若
し
く
は
規
模

性
能
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

又
は
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
種
別
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
お

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
種
別
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
お

り
と
す
る
。

り
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

閉
鎖
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
う
ち
小
区
画
型
ヘ
ッ
ド

前
項
第

二

閉
鎖
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
う
ち
小
区
画
型
ヘ
ッ
ド

前
項
第

二
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し
た
個
数
（
特
定
施
設
水
道
連
結
型

二
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し
た
個
数
（
特
定
施
設
水
道
連
結
型

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
に
あ
つ
て
は
、
最
大
の
放
水
区
域
に
設
置
さ
れ
る

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
に
あ
つ
て
は
、
最
大
の
放
水
区
域
に
設
置
さ
れ
る

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
個
数
（
当
該
個
数
が
四
以
上
の
場
合
に
あ
つ

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
個
数
（
当
該
個
数
が
四
以
上
の
場
合
に
あ
つ

て
は
、
四
）
）
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
を
同
時
に
使
用
し
た
場
合
に

て
は
、
四
）
）
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
を
同
時
に
使
用
し
た
場
合
に

、
そ
れ
ぞ
れ
の
先
端
に
お
い
て
、
放
水
圧
力
が
〇
・
一
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
（

、
そ
れ
ぞ
れ
の
先
端
に
お
い
て
、
放
水
圧
力
が
〇
・
一
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
（

特
定
施
設
水
道
連
結
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
に
あ
つ
て
は
、
〇
・
〇
二

特
定
施
設
水
道
連
結
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
に
あ
つ
て
は
、
〇
・
〇
二

メ
ガ
パ
ス
カ
ル
（
壁
及
び
天
井
（
天
井
の
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
屋
根

メ
ガ
パ
ス
カ
ル
（
壁
及
び
天
井
（
天
井
の
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
屋
根

）
の
室
内
に
面
す
る
部
分
（
回
り
縁
、
窓
台
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部

）
の
室
内
に
面
す
る
部
分
（
回
り
縁
、
窓
台
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部

分
を
除
く
。
）
の
仕
上
げ
を
準
不
燃
材
料
以
外
の
材
料
で
し
た

分
を
除
く
。
）
の
仕
上
げ
に
つ
い
て
火
災
予
防
上
支
障
が
あ
る
と
認
め
ら

場
合
に
あ
つ
て
は
、
〇
・
〇
五
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
）
）
以
上
で
、
か
つ

れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
〇
・
〇
五
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
）
）
以
上
で
、
か
つ

、
放
水
量
が
五
十
リ
ッ
ト
ル
毎
分
（
特
定
施
設
水
道
連
結
型
ス
プ
リ
ン
ク

、
放
水
量
が
五
十
リ
ッ
ト
ル
毎
分
（
特
定
施
設
水
道
連
結
型
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
設
備
に
あ
つ
て
は
、
十
五
リ
ッ
ト
ル
毎
分
（
壁
及
び
天
井
（
天
井
の

ラ
ー
設
備
に
あ
つ
て
は
、
十
五
リ
ッ
ト
ル
毎
分
（
壁
及
び
天
井
（
天
井
の

な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
屋
根
）
の
室
内
に
面
す
る
部
分
（
回
り
縁
、
窓

な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
屋
根
）
の
室
内
に
面
す
る
部
分
（
回
り
縁
、
窓
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台
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
分
を
除
く
。
）
の
仕
上
げ
を
準
不
燃
材
料

台
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
分
を
除
く
。
）
の
仕
上
げ
に
つ
い
て
火
災

以
外
の
材
料
で
し
た

場
合
に
あ
つ
て
は
、
三
十
リ
ッ
ト
ル

予
防
上
支
障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
三
十
リ
ッ
ト
ル

毎
分
）
）
以
上
で
有
効
に
放
水
す
る
こ
と
が
で
き
る
性
能

毎
分
）
）
以
上
で
有
効
に
放
水
す
る
こ
と
が
で
き
る
性
能

三

（
略
）

三

（
略
）

四

開
放
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド

最
大
の
放
水
区
域
に
設
置
さ
れ
る

四

開
放
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド

最
大
の
放
水
区
域
に
設
置
さ
れ
る

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
個
数
（
舞
台
部
が
防
火
対
象
物
の
十
一
階
以

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
個
数
（
舞
台
部
が
防
火
対
象
物
の
十
一
階
以

上
の
階
に
存
す
る
と
き
は
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
設
置
個
数
が
最
も

上
の
階
に
存
す
る
と
き
は
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
設
置
個
数
が
最
も

多
い
階
に
お
け
る
当
該
設
置
個
数
、
特
定
施
設
水
道
連
結
型
ス
プ
リ
ン
ク

多
い
階
に
お
け
る
当
該
設
置
個
数
、
特
定
施
設
水
道
連
結
型
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
設
備
に
あ
つ
て
は
最
大
の
放
水
区
域
に
設
置
さ
れ
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ

ラ
ー
設
備
に
あ
つ
て
は
最
大
の
放
水
区
域
に
設
置
さ
れ
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ

ー
ヘ
ッ
ド
の
個
数
（
当
該
個
数
が
四
以
上
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
）
）

ー
ヘ
ッ
ド
の
個
数
（
当
該
個
数
が
四
以
上
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
）
）

を
同
時
に
使
用
し
た
場
合
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
先
端
に
お
い
て
、
放
水
圧
力

を
同
時
に
使
用
し
た
場
合
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
先
端
に
お
い
て
、
放
水
圧
力

が
〇
・
一
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
（
特
定
施
設
水
道
連
結
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設

が
〇
・
一
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
（
特
定
施
設
水
道
連
結
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設

備
に
あ
つ
て
は
、
〇
・
〇
二
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
（
壁
及
び
天
井
（
天
井
の
な

備
に
あ
つ
て
は
、
〇
・
〇
二
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
（
壁
及
び
天
井
（
天
井
の
な

い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
屋
根
）
の
室
内
に
面
す
る
部
分
（
回
り
縁
、
窓
台

い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
屋
根
）
の
室
内
に
面
す
る
部
分
（
回
り
縁
、
窓
台

そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
分
を
除
く
。
）
の
仕
上
げ
を
準
不
燃
材
料
以

そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
分
を
除
く
。
）
の
仕
上
げ
に
つ
い
て
火
災
予

外
の
材
料
で
し
た

場
合
に
あ
つ
て
は
、
〇
・
〇
五
メ
ガ
パ

防
上
支
障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
〇
・
〇
五
メ
ガ
パ

ス
カ
ル
）
）
以
上
で
、
か
つ
、
放
水
量
が
八
十
リ
ッ
ト
ル
毎
分
（
特
定
施

ス
カ
ル
）
）
以
上
で
、
か
つ
、
放
水
量
が
八
十
リ
ッ
ト
ル
毎
分
（
特
定
施

設
水
道
連
結
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
に
あ
つ
て
は
、
十
五
リ
ッ
ト
ル
毎

設
水
道
連
結
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
に
あ
つ
て
は
、
十
五
リ
ッ
ト
ル
毎

分
（
壁
及
び
天
井
（
天
井
の
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
屋
根
）
の
室
内
に

分
（
壁
及
び
天
井
（
天
井
の
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
屋
根
）
の
室
内
に

面
す
る
部
分
（
回
り
縁
、
窓
台
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
分
を
除
く
。

面
す
る
部
分
（
回
り
縁
、
窓
台
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
分
を
除
く
。

）
の
仕
上
げ
を
準
不
燃
材
料
以
外
の
材
料
で
し
た

場
合
に

）
の
仕
上
げ
に
つ
い
て
火
災
予
防
上
支
障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に

あ
つ
て
は
、
三
十
リ
ッ
ト
ル
毎
分
）
）
以
上
で
有
効
に
放
水
す
る
こ
と
が

あ
つ
て
は
、
三
十
リ
ッ
ト
ル
毎
分
）
）
以
上
で
有
効
に
放
水
す
る
こ
と
が
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で
き
る
性
能

で
き
る
性
能

五

（
略
）

五

（
略
）

３

令
第
十
二
条
第
二
項
第
六
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
特
定
施
設
水
道
連
結

（
新
規
）

型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
は
、
加
圧
送
水
装
置
を
設
け
な
く
て
も
前
項
第
二

号
又
は
第
四
号
に
規
定
す
る
性
能
を
有
す
る
特
定
施
設
水
道
連
結
型
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
設
備
と
す
る
。

４

（
略
）

３

（
略
）

（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
に
関
す
る
基
準
の
細
目
）

（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
に
関
す
る
基
準
の
細
目
）

第
十
四
条

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
（
次
項
に
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
の
設

第
十
四
条

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
（
次
項
に
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
の
設

置
及
び
維
持
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
の
細
目
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

置
及
び
維
持
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
の
細
目
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
～
十
一

（
略
）

一
～
十
一

（
略
）

十
一
の
二

特
定
施
設
水
道
連
結
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
に
設
け
る
加
圧

十
一
の
二

特
定
施
設
水
道
連
結
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
に
設
け
る
加
圧

送
水
装
置
は
、
第
十
二
条
第
一
項
第
七
号
イ
（
ロ
）
、
ロ
（
ロ
）
及
び
（

送
水
装
置
は
、
第
十
二
条
第
一
項
第
七
号
イ
（
ロ
）
、
ロ
（
ロ
）
及
び
（

ハ
）
、
ハ
（
ニ
）
か
ら
（
ヘ
）
ま
で
、
ニ
並
び
に
ト
の
規
定
の
例
に
よ
る

ハ
）
、
ハ
（
ニ
）
か
ら
（
ヘ
）
ま
で
、
ニ
並
び
に
ト
の
規
定
の
例
に
よ
る

ほ
か
、
前
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

ほ
か
、
前
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

、
同
号
イ
中
「
１
０
ｍ
」
と
あ
る
の
は
「
２
ｍ
（
壁
及
び
天
井
（
天
井
の

、
同
号
イ
中
「
１
０
ｍ
」
と
あ
る
の
は
「
２
ｍ
（
壁
及
び
天
井
（
天
井
の

な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
屋
根
）
の
室
内
に
面
す
る
部
分
（
回
り
縁
、
窓

な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
屋
根
）
の
室
内
に
面
す
る
部
分
（
回
り
縁
、
窓

台
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
分
を
除
く
。
）
の
仕
上
げ
を
準
不
燃
材
料

台
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
分
を
除
く
。
）
の
仕
上
げ
に
つ
い
て
火
災

以
外
の
材
料
で
し
た

場
合
に
あ
つ
て
は
、
５
ｍ
）
」
と
、

予
防
上
支
障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
５
ｍ
）
」
と
、

同
号
ロ
中
「
０
．
１
Ｍ
Ｐ
ａ
」
と
あ
る
の
は
「
０
．
０
２
Ｍ
Ｐ
ａ
（
壁
及

同
号
ロ
中
「
０
．
１
Ｍ
Ｐ
ａ
」
と
あ
る
の
は
「
０
．
０
２
Ｍ
Ｐ
ａ
（
壁
及

び
天
井
（
天
井
の
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
屋
根
）
の
室
内
に
面
す
る
部

び
天
井
（
天
井
の
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
屋
根
）
の
室
内
に
面
す
る
部

分
（
回
り
縁
、
窓
台
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
分
を
除
く
。
）
の
仕
上

分
（
回
り
縁
、
窓
台
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
分
を
除
く
。
）
の
仕
上
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げ
を
準
不
燃
材
料
以
外
の
材
料
で
し
た

場
合
に
あ
つ
て
は
、
０

げ
に
つ
い
て
火
災
予
防
上
支
障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
０

．
０
５
Ｍ
Ｐ
ａ
）
」
と
、
同
号
ハ
（
イ
）
中
「
閉
鎖
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ

．
０
５
Ｍ
Ｐ
ａ
）
」
と
、
同
号
ハ
（
イ
）
中
「
閉
鎖
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ

ド
の
う
ち
小
区
画
型
ヘ
ッ
ド
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
施
設
水
道
連
結
型
ス
プ
リ

ド
の
う
ち
小
区
画
型
ヘ
ッ
ド
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
施
設
水
道
連
結
型
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
設
備
に
閉
鎖
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
う
ち
小
区
画
型
ヘ
ッ
ド

ン
ク
ラ
ー
設
備
に
閉
鎖
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
う
ち
小
区
画
型
ヘ
ッ
ド

」
と
、
「
六
十
リ
ッ
ト
ル
毎
分
」
と
あ
る
の
は
「
二
十
リ
ッ
ト
ル
毎
分
（
壁
及

」
と
、
「
六
十
リ
ッ
ト
ル
毎
分
」
と
あ
る
の
は
「
二
十
リ
ッ
ト
ル
毎
分
（
壁
及

び
天
井
（
天
井
の
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
屋
根
）
の
室
内
に
面
す
る
部
分
（

び
天
井
（
天
井
の
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
屋
根
）
の
室
内
に
面
す
る
部
分
（

回
り
縁
、
窓
台
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
分
を
除
く
。
）
の
仕
上
げ
を
準
不

回
り
縁
、
窓
台
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
分
を
除
く
。
）
の
仕
上
げ
に
つ
い

燃
材
料
以
外
の
材
料
で
し
た

場
合
に
あ
つ
て
は
三
十
五
リ
ッ
ト

て
火
災
予
防
上
支
障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
三
十
五
リ
ッ
ト

ル
毎
分
）
」
と
、
同
ハ
（
ロ
）
中
「
１
０
ｍ
」
と
あ
る
の
は
「
２
ｍ
（
壁
及
び

ル
毎
分
）
」
と
、
同
ハ
（
ロ
）
中
「
１
０
ｍ
」
と
あ
る
の
は
「
２
ｍ
（
壁
及
び

天
井
（
天
井
の
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
屋
根
）
の
室
内
に
面
す
る
部
分
（
回

天
井
（
天
井
の
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
屋
根
）
の
室
内
に
面
す
る
部
分
（
回

り
縁
、
窓
台
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
分
を
除
く
。
）
の
仕
上
げ
を
準
不
燃

り
縁
、
窓
台
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
分
を
除
く
。
）
の
仕
上
げ
に
つ
い
て

材
料
以
外
の
材
料
で
し
た

場
合
に
あ
つ
て
は
、
５
ｍ
）
」
と
読

火
災
予
防
上
支
障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
５
ｍ
）
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

十
二
～
十
三

（
略
）

十
二
～
十
三

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
消
防
機
関
へ
通
報
す
る
火
災
報
知
設
備
に
関
す
る
基
準
）

（
消
防
機
関
へ
通
報
す
る
火
災
報
知
設
備
に
関
す
る
基
準
）

第
二
十
五
条

令
第
二
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
総
務
省
令
で
定
め
る
場
所

第
二
十
五
条

令
第
二
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
総
務
省
令
で
定
め
る
場
所

は
、
次
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
場
所

は
、
消
防
機
関
か
ら
の
歩
行
距
離
が
五
百
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る

場
所

と
す
る
。

と
す
る
。

一

令
別
表
第
一
㈥
項
イ
⑴
及
び
⑵
、

項
イ
、

項
並
び
に

項
に

掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
同
表

項
イ
、

項
及
び

項
に
掲
げ
る
防

火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
同
表
㈥
項
イ
⑴
又
は
⑵
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
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の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
す
る
も
の
に
限
る
。
）

消
防
機
関
が
存

す
る
建
築
物
内

二

前
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
以
外
の
防
火
対
象
物

消
防
機
関
か
ら
の

歩
行
距
離
が
五
百
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
場
所

２

（
略
）

２

（
略
）

３

火
災
通
報
装
置
の
設
置
及
び
維
持
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
の
細
目
は
、

３

火
災
通
報
装
置
の
設
置
及
び
維
持
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
の
細
目
は
、

次
の
と
お
り
と
す
る
。

次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
～
二

（
略
）

一
～
二

（
略
）

三

電
源
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
け
る
こ
と
。

三

電
源
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
け
る
こ
と
。

イ

電
源
は
、
蓄
電
池
又
は
交
流
低
圧
屋
内
幹
線
か
ら
他
の
配
線
を
分
岐

イ

電
源
は
、
蓄
電
池
又
は
交
流
低
圧
屋
内
幹
線
か
ら
他
の
配
線
を
分
岐

さ
せ
ず
に
と
る
こ
と
。
た
だ
し
、
令
別
表
第
一
㈥
項
イ
⑴
か
ら
⑶
ま
で

さ
せ
ず
に
と
る
こ
と
。
た
だ
し
、
令
別
表
第
一
㈥
項
ロ

及
び
ロ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
で
、
延
べ
面
積
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル

に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
で
、
延
べ
面
積
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル

未
満
の
も
の
に
設
け
ら
れ
る
火
災
通
報
装
置
の
電
源
が
、
分
電
盤
と
の

未
満
の
も
の
に
設
け
ら
れ
る
火
災
通
報
装
置
の
電
源
が
、
分
電
盤
と
の

間
に
開
閉
器
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
配
線
か
ら
と
ら
れ
て
い
る
場
合
は

間
に
開
閉
器
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
配
線
か
ら
と
ら
れ
て
い
る
場
合
は

、
こ
の
限
り
で
な
い
。

、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）

四

令
別
表
第
一
㈥
項
イ
⑴
及
び
⑵
並
び
に
ロ
、

項
イ
、

項
並
び
に

四

令
別
表
第
一
㈥
項
ロ
、

項
イ
、

項
及
び

項

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
同
表

項
イ
、

項
及
び

項
に

に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
同
表

項
イ
、

項
及
び

項
に

掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
同
表
㈥
項
イ
⑴
若
し
く
は
⑵
又
は
ロ

掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
同
表
㈥
項
ロ

に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
す
る
も
の
に
限
る

に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
す
る
も
の
に
限
る

。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
設
け
る
火
災
通
報
装
置
に
あ
つ
て
は
、
自

。
）
に
設
け
る
火
災
通
報
装
置
に
あ
つ
て
は
、
自

動
火
災
報
知
設
備
の
感
知
器
の
作
動
と
連
動
し
て
起
動
す
る
こ
と
。
た
だ

動
火
災
報
知
設
備
の
感
知
器
の
作
動
と
連
動
し
て
起
動
す
る
こ
と
。
た
だ
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し
、
自
動
火
災
報
知
設
備
の
受
信
機
及
び
火
災
通
報
装
置
が
防
災
セ
ン
タ

し
、
自
動
火
災
報
知
設
備
の
受
信
機
及
び
火
災
通
報
装
置
が
防
災
セ
ン
タ

ー
（
常
時
人
が
い
る
も
の
に
限
る
。
）
に
設
置
さ
れ
る
も
の
に
あ
つ
て
は

ー
（
常
時
人
が
い
る
も
の
に
限
る
。
）
に
設
置
さ
れ
る
も
の
に
あ
つ
て
は

、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

４

（
略
）

４

（
略
）

四

令
別
表
第
一
㈥
項
イ
⑴
及
び
⑵
並
び
に
ロ
、

項
イ
、

項
並
び
に

四

令
別
表
第
一
㈥
項
ロ
、

項
イ
、

項
及
び

項

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
同
表

項
イ
、

項
及
び

項
に

掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
同
表
㈥
項
ロ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

に
設

の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
に
設

け
る
消
防
機
関
へ
通
報
す
る
火
災
報
知
設
備
（
火
災
通
報
装
置
を
除
く
。

け
る
消
防
機
関
へ
通
報
す
る
火
災
報
知
設
備
（
火
災
通
報
装
置
を
除
く
。

）
に
あ
つ
て
は
、
前
項
第
四
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
。

）
に
あ
つ
て
は
、
前
項
第
四
号
の
規
定
の
例
に
よ
る
こ
と
。
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○

特
定
小
規
模
施
設
に
お
け
る
必
要
と
さ
れ
る
防
火
安
全
性
能
を
有
す
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
年
十
二
月
二
十
六
日
総
務
省
令

第
百
五
十
六
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
用
語
の
定
義
）

（
用
語
の
定
義
）

第
二
条

こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該

第
二
条

こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該

各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

特
定
小
規
模
施
設

次
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
で
あ
っ
て
、
消
防
法
施

一

特
定
小
規
模
施
設

次
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
で
あ
っ
て
、
消
防
法
施

行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。

行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。

）
第
二
十
三
条
第
四
項
第
七
号
ヘ
に
規
定
す
る
特
定
一
階
段
等
防
火
対
象

）
第
二
十
三
条
第
四
項
第
七
号
ヘ
に
規
定
す
る
特
定
一
階
段
等
防
火
対
象

物
以
外
の
も
の
の
う
ち
、
延
べ
面
積
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
を

物
以
外
の
も
の
の
う
ち
、
延
べ
面
積
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
を

い
う
。

い
う
。

イ

次
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

イ

次
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

令
別
表
第
一
㈡
項
ニ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

令
別
表
第
一
㈡
項
ニ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

(1)

(1)

令
別
表
第
一
㈤
項
イ
、
㈥
項
イ
⑴
か
ら
⑶
ま
で
及
び
㈥
項
ロ
に
掲

令
別
表
第
一
㈤
項
イ

及
び
㈥
項
ロ
に
掲

(2)

(2)

げ
る
防
火
対
象
物

げ
る
防
火
対
象
物

令
別
表
第
一
㈥
項
ハ

に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
利
用
者

令
別
表
第
一
㈥
項
イ
及
び
㈥
項
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
利
用

(3)

(3)

を
入
居
さ
せ
、
又
は
宿
泊
さ
せ
る
も
の
に
限
る
。
）

者
を
入
居
さ
せ
、
又
は
宿
泊
さ
せ
る
も
の
に
限
る
。
）

ロ

令
別
表
第
一

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
う
ち
、
次
の
防
火
対

ロ

令
別
表
第
一

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
う
ち
、
次
の
防
火
対

象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
す
る
も
の
。

象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
す
る
も
の
。

令
別
表
第
一
㈡
項
ニ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

令
別
表
第
一
㈡
項
ニ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

(1)

(1)
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令
別
表
第
一
㈤
項
イ
、
㈥
項
イ
⑴
か
ら
⑶
ま
で
及
び
㈥
項
ロ
に
掲

令
別
表
第
一
㈤
項
イ

及
び
㈥
項
ロ
に
掲

(2)

(2)

げ
る
防
火
対
象
物

る
防
火
対
象
物

令
別
表
第
一
㈥
項
ハ

に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
利
用
者

令
別
表
第
一
㈥
項
イ
及
び
㈥
項
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
利
用

(3)

(3)

を
入
居
さ
せ
、
又
は
宿
泊
さ
せ
る
も
の
に
限
る
。
）

者
を
入
居
さ
せ
、
又
は
宿
泊
さ
せ
る
も
の
に
限
る
。
）

二

(

略)

二

(

略)
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○

消
防
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
五
年
総
務
省
令
第
百
二
十
六
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

附

則

附

則

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第

十
三
条
の
六
第
三
項
第
六
号
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

十
三
条
の
六
第
三
項
第
六
号
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
令
別
表
第
一
㈥
項
ロ
、

項
イ
、

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
令
別
表
第
一
㈥
項
ロ
、

項
イ
、

項
及
び

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
同
表

項
イ
、

項
及
び

項
及
び

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
っ
て
は
、
同
表
㈥
項
ロ
に
掲
げ
る
防
火

対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
現
に
新
築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
、
修
繕
又
は
模

並
び
に
現
に
新
築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
、
修
繕
又
は
模

様
替
え
の
工
事
中
の
同
表
㈥
項
ロ
、

項
イ
、

項
及
び

項
に
掲
げ

様
替
え
の
工
事
中
の
同
表
㈥
項
ロ
、

項
イ
、

項
及
び

項
に
掲
げ

る
防
火
対
象
物
に
お
け
る
消
防
機
関
へ
通
報
す
る
火
災
報
知
設
備
に
関
す
る

る
防
火
対
象
物
に
お
け
る
消
防
機
関
へ
通
報
す
る
火
災
報
知
設
備
に
関
す
る

基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
消
防
法
施
行
規
則
の
規
定

基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
消
防
法
施
行
規
則
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の

に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

例
に
よ
る
。



 1 

○
消
防
庁
告
示
第

号

消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）
第
二
十
五
条
第
三
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
火
災
通
報
装
置

の
基
準
（
平
成
八
年
消
防
庁
告
示
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年

月

日

消
防
庁
長
官

坂
本

森
男

第
二
第
一
号
中
「
操
作
す
る
こ
と
」
の
下
に
「
又
は
自
動
火
災
報
知
設
備
の
感
知
器
の
作
動
と
連
動
す
る
こ
と
」
を
加
え
、

同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一
の
二

特
定
火
災
通
報
装
置

ス
ピ
ー
カ
ー
及
び
マ
イ
ク
を
用
い
て
、
送
受
話
器
を
取
り
上
げ
る
こ
と
な
く
通
話
が
で
き

る
機
能
（
以
下
「
ハ
ン
ズ
フ
リ
ー
通
話
機
能
」
と
い
う
。
）
を
有
す
る
火
災
通
報
装
置
の
う
ち
、
消
防
法
施
行
令
（
昭
和

三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
）
別
表
第
一
㈥
項
イ
⑴
か
ら
⑶
ま
で
及
び
ロ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
で
、
延
べ
面
積
が
五
百

平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
に
設
け
る
も
の
を
い
う
。

第
二
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

五

連
動
起
動
機
能

火
災
通
報
装
置
が
自
動
火
災
報
知
設
備
の
感
知
器
の
作
動
と
連
動
す
る
こ
と
に
よ
り
作
動
し
、
消
防

機
関
へ
の
通
報
を
自
動
的
に
開
始
す
る
機
能
を
い
う
。



 2 

第
三
第
一
号
中
㈡
を
削
り
、
㈢
を
㈡
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一
の
二

手
動
起
動
装
置
が
操
作
さ
れ
た
こ
と
又
は
自
動
火
災
報
知
設
備
の
感
知
器
の
作
動
と
連
動
し
て
作
動
し
た
こ
と
を

可
視
的
又
は
可
聴
的
に
表
示
す
る
こ
と
。

第
三
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
の
二

連
動
起
動
機
能
に
よ
り
蓄
積
音
声
情
報
を
送
出
し
て
い
る
間
に
手
動
起
動
装
置
が
操
作
さ
れ
た
場
合
に
、
直
ち
に

又
は
一
区
切
り
の
蓄
積
音
声
情
報
が
送
出
さ
れ
た
後
、
次
号
㈡
イ
及
び
㈢
イ
の
蓄
積
音
声
情
報
を
送
出
す
る
こ
と
。

第
三
第
五
号
㈡
中
「
基
本
周
波
数
が
、
概
ね
八
百
ヘ
ル
ツ
の
単
音
を
三
音
連
続
し
た
も
の
を
二
回
反
復
し
た
も
の
と
す
る
」

を
「
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
」
に
改
め
、
同
号
㈡
に
イ
及
び
ロ
と

し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ

手
動
起
動
装
置
が
操
作
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
起
動
さ
れ
た
場
合

基
本
周
波
数
が
概
ね
八
百
ヘ
ル
ツ
の
単
音
を
三

音
連
続
し
た
も
の
を
二
回
反
復
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

ロ

連
動
起
動
機
能
に
よ
り
起
動
さ
れ
た
場
合

基
本
周
波
数
が
四
百
四
十
ヘ
ル
ツ
以
上
の
単
音
を
二
音
連
続
し
た
も

の
（
第
二
音
の
周
波
数
が
第
一
音
の
周
波
数
の
概
ね
六
分
の
五
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
二
回
反
復
し
た
も
の
と



 3 

す
る
こ
と
。

第
三
第
五
号
㈢
中
「
火
災
で
あ
る
旨
並
び
に
防
火
対
象
物
の
所
在
地
、
建
物
名
及
び
電
話
番
号
の
情
報
そ
の
他
こ
れ
に
関
連

す
る
内
容
と
す
る
」
を
「
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
」
に
改
め
、
同

号
㈢
に
イ
及
び
ロ
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ

手
動
起
動
装
置
が
操
作
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
起
動
さ
れ
た
場
合

火
災
で
あ
る
旨
並
び
に
防
火
対
象
物
の
所
在
地

、
建
物
名
及
び
電
話
番
号
の
情
報
そ
の
他
こ
れ
に
関
連
す
る
内
容
と
す
る
こ
と
。

ロ

連
動
起
動
機
能
に
よ
り
起
動
さ
れ
た
場
合

自
動
火
災
報
知
設
備
が
作
動
し
た
旨
並
び
に
防
火
対
象
物
の
所
在
地

、
建
物
名
及
び
電
話
番
号
の
情
報
そ
の
他
こ
れ
に
関
連
す
る
内
容
と
す
る
こ
と
。

第
三
第
六
号
㈠
及
び
㈡
中
「
ス
ピ
ー
カ
」
を
「
ス
ピ
ー
カ
ー
」
に
改
め
、
同
第
八
号
中
「
通
話
機
能
等
」
を
「
火
災
通
報
装

置
（
特
定
火
災
通
報
装
置
を
除
く
。
）
の
通
話
機
能
等
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
第
十
五
号
中
「
ス
ピ
ー
カ
」

を
「
ス
ピ
ー
カ
ー
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）



 4 

１

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
告
示
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
第
二
第
一
号
の
次
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規

定
中
「
別
表
第
一
㈥
項
イ
⑴
か
ら
⑶
ま
で
及
び
ロ
」
と
あ
る
の
は
「
別
表
第
一
㈥
項
ロ
」
と
す
る
。



火
災
通
報
装
置
の
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
件
に
つ
い
て

新
旧
対
照
表

○

火
災
通
報
装
置
の
基
準
（
平
成
八
年
二
月
十
六
日
消
防
庁
告
示
第
一
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
二

用
語
の
定
義

第
二

用
語
の
定
義

こ
の
告
示
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ

こ
の
告
示
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ

当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

火
災
通
報
装
置

火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
手
動
起
動
装
置

一

火
災
通
報
装
置

火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
手
動
起
動
装
置

を
操
作
す
る
こ
と
又
は
自
動
火
災
報
知
設
備
の
感
知
器
の
作
動
と
連
動
す

を
操
作
す
る
こ
と

る
こ
と
に
よ
り
、
電
話
回
線
を
使
用
し
て
消
防
機
関
を
呼
び
出
し
、
蓄
積

に
よ
り
、
電
話
回
線
を
使
用
し
て
消
防
機
関
を
呼
び
出
し
、
蓄
積

音
声
情
報
に
よ
り
通
報
す
る
と
と
も
に
、
通
話
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
装

音
声
情
報
に
よ
り
通
報
す
る
と
と
も
に
、
通
話
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
装

置
を
い
う
。

置
を
い
う
。

一
の
二

特
定
火
災
通
報
装
置

ス
ピ
ー
カ
ー
及
び
マ
イ
ク
を
用
い
て
、
送

（
新
設
）

受
話
器
を
取
り
上
げ
る
こ
と
な
く
通
話
が
で
き
る
機
能
（
以
下
「
ハ
ン
ズ

フ
リ
ー
通
話
機
能
」
と
い
う
。
）
を
有
す
る
火
災
通
報
装
置
の
う
ち
、
消

防
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
）
別
表
第
一
㈥
項
イ
⑴

か
ら
⑶
ま
で
及
び
ロ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
で
、
延
べ
面
積
が
五
百
平
方

メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
に
設
け
る
も
の
を
い
う
。

二
～
四

（
略
）

二
～
四

（
略
）

五

連
動
起
動
機
能

火
災
通
報
装
置
が
自
動
火
災
報
知
設
備
の
感
知
器
の

五

ハ
ン
ズ
フ
リ
ー
通
話
機
能

ス
ピ
ー
カ
ー
及
び
マ
イ
ク
を
用
い
て
、
送

作
動
と
連
動
す
る
こ
と
に
よ
り
作
動
し
、
消
防
機
関
へ
の
通
報
を
自
動
的

受
話
器
を
取
り
上
げ
る
こ
と
な
く
通
話
が
で
き
る
機
能
を
い
う
。



に
開
始
す
る
機
能
を
い
う
。

第
三

火
災
通
報
装
置
の
構
造
、
性
能
等

第
三

火
災
通
報
装
置
の
構
造
、
性
能
等

火
災
通
報
装
置
の
構
造
、
性
能
等
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

火
災
通
報
装
置
の
構
造
、
性
能
等
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

手
動
起
動
装
置
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

一

手
動
起
動
装
置
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

㈠

手
動
で
操
作
す
る
こ
と
に
よ
り
作
動
し
、
消
防
機
関
へ
の
通
報
を
自

㈠

手
動
で
操
作
す
る
こ
と
に
よ
り
作
動
し
、
消
防
機
関
へ
の
通
報
を
自

動
的
に
開
始
す
る
こ
と
。

動
的
に
開
始
す
る
こ
と
。

（
削
除
）

㈡

作
動
し
た
こ
と
を
可
視
的
又
は
可
聴
的
に
表
示
す
る
こ
と
。

㈡

誤
操
作
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

㈢

誤
操
作
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

一
の
二

手
動
起
動
装
置
が
操
作
さ
れ
た
こ
と
又
は
自
動
火
災
報
知
設
備
の

（
新
設
）

感
知
器
の
作
動
と
連
動
し
て
作
動
し
た
こ
と
を
可
視
的
又
は
可
聴
的
に
表

示
す
る
こ
と
。

二
～
四

（
略
）

二
～
四

（
略
）

四
の
二

連
動
起
動
機
能
に
よ
り
蓄
積
音
声
情
報
を
送
出
し
て
い
る
間
に
手

（
新
設
）

動
起
動
装
置
が
操
作
さ
れ
た
場
合
に
、
直
ち
に
又
は
一
区
切
り
の
蓄
積
音

声
情
報
が
送
出
さ
れ
た
後
、
次
号
㈡
イ
及
び
㈢
イ
の
蓄
積
音
声
情
報
を
送

出
す
る
こ
と
。

五

蓄
積
音
声
情
報
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

五

蓄
積
音
声
情
報
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

㈠

通
報
信
号
音
と
音
声
情
報
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

㈠

通
報
信
号
音
と
音
声
情
報
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

㈡

通
報
信
号
音
は
、
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
当
該
イ

㈡

通
報
信
号
音
は
、
基
本
周
波
数
が
、
概
ね
八
百
ヘ
ル
ツ
の
単
音
を
三

又
は
ロ
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る

こ
と
。

音
連
続
し
た
も
の
を
二
回
反
復
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

イ

手
動
起
動
装
置
が
操
作
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
起
動
さ
れ
た
場
合

（
新
設
）

基
本
周
波
数
が
概
ね
八
百
ヘ
ル
ツ
の
単
音
を
三
音
連
続
し
た
も
の
を



二
回
反
復
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

ロ

連
動
起
動
機
能
に
よ
り
起
動
さ
れ
た
場
合

基
本
周
波
数
が
四
百

四
十
ヘ
ル
ツ
以
上
の
単
音
を
二
音
連
続
し
た
も
の
（
第
二
音
の
周
波

数
が
第
一
音
の
周
波
数
の
概
ね
六
分
の
五
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

を
二
回
反
復
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

㈢

音
声
情
報
は
、
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
当
該
イ
又

㈢

音
声
情
報
は
、
火
災
で
あ
る
旨
並
び
に
防
火
対
象
物
の
所
在
地
、
建

は
ロ
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る

こ

物
名
及
び
電
話
番
号
の
情
報
そ
の
他
こ
れ
に
関
連
す
る
内
容
と
す
る
こ

と
。

と
。

イ

手
動
起
動
装
置
が
操
作
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
起
動
さ
れ
た
場
合

（
新
設
）

火
災
で
あ
る
旨
並
び
に
防
火
対
象
物
の
所
在
地
、
建
物
名
及
び
電
話

番
号
の
情
報
そ
の
他
こ
れ
に
関
連
す
る
内
容
と
す
る
こ
と
。

ロ

連
動
起
動
機
能
に
よ
り
起
動
さ
れ
た
場
合

自
動
火
災
報
知
設
備

が
作
動
し
た
旨
並
び
に
防
火
対
象
物
の
所
在
地
、
建
物
名
及
び
電
話

番
号
の
情
報
そ
の
他
こ
れ
に
関
連
す
る
内
容
と
す
る
こ
と
。

㈣
～
㈥

（
略
）

㈣
～
㈥

（
略
）

六

蓄
積
音
声
情
報
等
の
送
出
の
確
認
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

六

蓄
積
音
声
情
報
等
の
送
出
の
確
認
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

㈠

選
択
信
号
を
電
話
回
線
に
送
出
し
て
い
る
間
、
そ
の
信
号
音
を
モ
ニ

㈠

選
択
信
号
を
電
話
回
線
に
送
出
し
て
い
る
間
、
そ
の
信
号
音
を
モ
ニ

タ
ー
用
ス
ピ
ー
カ
ー
で
確
認
で
き
る
こ
と
。

タ
ー
用
ス
ピ
ー
カ

で
確
認
で
き
る
こ
と
。

㈡

蓄
積
音
声
情
報
を
電
話
回
線
に
送
出
し
て
い
る
間
、
そ
の
音
声
等
を

㈡

蓄
積
音
声
情
報
を
電
話
回
線
に
送
出
し
て
い
る
間
、
そ
の
音
声
等
を

モ
ニ
タ
ー
用
ス
ピ
ー
カ
ー
で
確
認
で
き
る
こ
と
。

モ
ニ
タ
ー
用
ス
ピ
ー
カ

で
確
認
で
き
る
こ
と
。

七

（
略
）

七

（
略
）

八

火
災
通
報
装
置
（
特
定
火
災
通
報
装
置
を
除
く
。
）
の
通
話
機
能
等
は

八

通
話
機
能
等
は



、
次
に
よ
る
こ
と
。

、
次
に
よ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
ハ
ン
ズ
フ
リ
ー
通
話
機
能
を
有
す
る
火
災

通
報
装
置
（
消
防
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
）
別
表

第
一
㈥
項
ロ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
で
、
延
べ
面
積
が
五
百
平
方
メ
ー
ト

ル
未
満
の
も
の
に
設
け
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
特
定
火
災
通
報
装
置
」

と
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

㈠
～
㈢

（
略
）

㈠
～
㈢

（
略
）

八
の
二
～
十
四

（
略
）

八
の
二
～
十
四

（
略
）

十
五

電
話
回
線
を
捕
捉
す
る
こ
と
な
く
、
選
択
信
号
の
送
出
及
び
蓄
積
音

十
五

電
話
回
線
を
捕
捉
す
る
こ
と
な
く
、
選
択
信
号
の
送
出
及
び
蓄
積
音

声
情
報
の
内
容
を
モ
ニ
タ
ー
用
ス
ピ
ー
カ
ー
で
確
認
で
き
る
機
能
を
有
す

声
情
報
の
内
容
を
モ
ニ
タ
ー
用
ス
ピ
ー
カ

で
確
認
で
き
る
機
能
を
有
す

る
こ
と
。

る
こ
と
。

十
六

（
略
）

十
六

（
略
）
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